
生きものたちの

宝 庫

自
然
生
態
園
は
、
2
1
世
紀
の
森
と
広
場
の

北

西
部
に
位

置
し
、
今
で

も
千
駄
堀

の
原
風

景

が
残
さ
れ
て

い
ま
す

。

斜
面
林

に
囲
ま
れ

た
園
内
に

は
、
湿
地

が

広

が
っ
て

お
り

、
さ

ま
ざ
ま
な
生

き
も
の

が

暮

ら
し
て

い
ま
す

。

こ
の

一

角
に

あ

る
自
然

観
察

舎

か
ら

は
、

池

や
湿
地
が

一
望
で
き

ま
す
。

ま
た

、
木

道
を
歩

き
な
が
ら

じ
か
に
生

き

も
の
を
観
察

す
る
湿
地
の

観
察
会

を
行
っ
て

い
ま
す
の
で

、
参
加
し
て

み
て

は

い
か
が
で

す

か
。

圈
2
1世

紀
の
森
と
広

場
パ
ー
ク
セ
ン

タ
ー

登

3
4
5
・
8
9
0
0

▼

自

然

生

態

園

こ
こ
は
、
周
り
の
斜
面
林
か
ら
湧

き
水
が
し
み
出
て
い
て
、
ア
シ
原
な

ど
の
湿
地
が
広
か
っ
て
い
ま
す
。

普
段
は
生
き
も
の
が
安
心
し
て
す

め
る
よ
う
に
、
人
の
立
ち
入
り
を
制

限
し
て
い
ま
す
。
そ
の
効
果
も
あ
っ

て
、
現
在
の
松
戸
で
は
あ
ま
り
見
ら

れ
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
タ
ヌ
キ
や
イ

タ
チ
・
ノ
ウ
サ
ギ
・
ア
カ
ガ
エ
ル
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
も
の
が
暮
ら

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
オ
オ
ヨ
シ
キ
リ
や
モ
ズ
・

カ
ル
ガ
モ
な
ど
の
野
鳥
の
子
育
て
の

場
所
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

▼

湿

地

の

観

察

会

自
然
生
態
園
の
木
道
で
、
湿
地
の

観
察
会
を
行
っ
て
い
ま
す
（
下
記
利

用
案
内
参
照
）
。

自然生態園には、さまざまな生きものが生息しています

土

・
日

曜

日

、

祝

日

に

は

、

植

物

や

昆
虫
、
野
鳥

な

ど

に

詳

し

い
自

然

解

説

員
が
案
内
を

し
て

い
ま

す
。

観

察

会

に
参

加
す
る
と
、
普
段
気
付

か
な
い
生
き

も
の
た
ち
の
生
活
を
目
に
す

る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
夏
の
野
草

や
ト
ン
ボ
・
バ
ッ
タ
な
ど
の
昆
虫
に

出
会
え
ま
す
。
ま
た
、
野
鳥
や
虫
の

鳴
く
声
を
聞
く
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。

オオシオカラトンボ

のオス(上) とメス

▼

自

然

観

察

舎

こ
こ
の
観
察
室
か
ら
は
、
ガ
ラ
ス

越
し
に
自
然
生
態
園
を
一
望
で
き
ま

す
。
さ
ら
に
、
備
え
付
け
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ス
コ
ー
プ
や
貸
し
出
し
用
の
双

眼
鏡
を
使
え

ば
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
も
で
き
ま
す
。

運
が
良
け

れ
ば
、
空

飛
ぶ
宝
石

と
呼
ば
れ
る

カワセミ

カ

ワ
セ

ミ

や
目

の
前

で
サ

ギ

が
魚

を
捕

ま
え

る
瞬

間

を
見

る
こ
と

が
で
き

る
場
合

も
あ

り

ま
す

。

館
内

に

は
、
公

園

の
生

き
も

の
の

標
本

、

パ
ネ

ル

の
展
示

や
生

き
も

の

に
関

す
る

図
書

、
野
鳥

の
検

索

が
で

き

る
パ
ソ
コ

ン

な
ど

が
あ
り
ま

す

。

▼

相

談

カ

ウ

ン

タ

ー

自
然
観
察
舎
の
相
談
カ
ウ
ン
タ
ー

で

は

、
土

・
日

曜
日

、
祝

日

に

は

、

自
然

解
説
員

が
植
物

や
昆
虫

・
野

鳥

2
1世
紀
の
森
と
広
場
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
催
し
物

に
つ
い
て
の
相
談
に
の
っ
て
い
ま
す
。

生

き

も

の

の

種

類

や

観

察

の

仕

方

な

ど

が

分

か

ら

な

い
と

き

は

、

気

軽

に

ご

相

談

く

だ

さ

い

。

湿

地

の

観

察

会

利

用

案

内

火
～

金
曜
日
・：
午

後
１

時
3
0分

か

ら
二
十
分

間

土

曜
日

…
午
前
１１
時
3
0
分
・
午

後

１

時
3
0分
・

２
時
3
0分

・
３

時
3
0

分

か
ら
各

二
十

分
間

日

曜
日

、
祝
日
：

牛

前
1
0時
3
0
分

・

‥‥
時
3
0分

・
午
後

１
時
3
0分

・

２

時
3
0分
・

３
時
3
0分

か
ら
各

二

十
分
間

奈
時
間

は
3
8
1
0
月
ま
で

の
予
定

で

す
。

定
員
：
当

日
先
着

二
十
五
人

費
用
…
無
料

（
双
眼
鏡

の
貸

し
出

し

も
無

料
）

申
し
込
み
・：
直

接
、
自

然
観

察
舎

窓
口
(
f
1
3
4
0
・
4
1
4
0

）
　へ

自
然
生
態
園

行事名 日　時 講　師 対象ﾉ定員

みどりの講習会「肥
料の上手な施し方」

7/15 圉
午後IE持30分

～3時30 分

県 立流山高校教

諭・野口宣二氏
45人

齋芸教室「ガーデニン

グレ ソヽスンー夏の寄せ

植え」　　　　 ※1

7/16(1日)

午後1H#30 分

～3時

みどりの相談員

丸尾三恵子氏
30人

こども手づくり教室

「草を織ってタペスト
リーを作ろう」※2

7/22 圉

午前10時

～午後3時30 分

染色家

小林優子氏

小1～中3

20 人

し ぜんにタッチ！

｢水の中のいきものさ

がし｣

7/23'日

午前10時
～正午

自然解説員

佐藤隆士氏

前園泰徳氏

小学生と

その保護

者30人

自然観察会「夏の昆
虫観察会」

8/ 5(士)

午後3時

～4時30 分

プロナチュラリ

スト

佐々木洋氏

30 人

園芸教室「ハープの

利用法］　　　※3

8/ 6(日)

午前10時

～正午

みどりの相談員

丸尾三恵子氏
30人

夏休みクラフト「葉

っぱや木の実を飾っ
て木の壁かざりを作

ろう」　　　　※4

8/ 9(和・10團

・11窗
午後１時30 分

～3時30 分

へん
辺の 会 各日50 人

※1材料費2,000円　※2材料費100 円　小学3年生以下は保護者同伴

※3会場は金ヶ作育苗圃　※4は当日、森の工芸館で受け付け

匣電話でパークセンター公3∠L5－8900 へ(先柮慎)

教育テーマについての意見交換や教育に関する相談ができます

松戸市教育委員会がホームページを開設しました

人口と世帯6 月1日現在

・教育委員会に関連する情報を提供するページ

教育委員会の概要・施策事業や教育施設の紹介および各種講座や行事の案内など。

・さまざまな教育テーマについて市民が相互に意見交換ができるページ

教育行政に関する現代的課題をテーマとして提示します。

・教育に関する相談のページ

教育に関する問題や悩み事など、どんなことでも結構です。

※なお、当初3ヵ月間は本実施に至るまでの評価情報を得るため､試行運用とします

のでご了承ください。

囗
は
前
月
比

466,076人 ［+ 557]

235,547人 ［+ 179]

230,529人 ［+ 378]

182,650世帯［+ 347 ］

人口

男

女

世帯

主な内容

新松戸駅西口高架下第2・3駐輪

場に一時利用コーナーを設置　 ②

市税の休日および夜間納付・

相談窓口を開設　　　　　　 ③

夏休みイベント特集　　　 ④⑤

情報チャンネル　　　　　 ⑥⑦

主な内容

松戸市教育委員会では7月3日インターネット上にホームページを開設しました。

お気軽にご利用ください。

ア ド レ ス…http: がｗ　ｗｗ.intership. ｎｅ.jp/kyouiku/

(市のホームページ からでも接続できます)

周教育委員会生涯学習本部企画管理室0366-7455

2
1
世
紀
の
森
と
広
場
　
自
然
生
態

園



管
理
棟
の
あ
る
新
松
戸
駅
西
口
高

架
下

第
２
・
３
駐
輪
場
に
一
時
利
用

が
で
き
る
有
料
の
駐
輪
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
ま
し
た
。
７
月
５
日
伽
か
ら
利

用
で
き
ま
す
。

市
は
、
平
成
1
2
年
4
月
1
日
か
ら

東葛地域オウム真理教対策会議を発足

新
松

戸
駅
周

辺
市

営
駐
輪

場

の

一
部

を
有

料
に
し

（
新
松

戸

駅
東
口

第
２

・
西
口
高
架
下
第
4
駐
輪
場
は
無
料
）
、

そ

の
う

ち
、
買

い
物
等
で

一
時
利

用

で
き

る
駐
輪

場

を
新
松

戸
駅
東

口
第

１

・
西

口
第

１

・
西
口

第
２

・
西
口

第
７
駐
輪
場
と
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、

利
用
者

か
ら

駅
に
向

か
う

途

中

に
あ

る
駐

輪
場

に
も

一
時
利
用

コ

ー
ナ

ー
を
設

け
て
欲

し

い
と
の
要

望

が
あ
り
、
駐
輪
場
各
施
設
の
利
用
頻

度
・
管

理
形

態
等

を
検
討

し
、
今

回
、

新
た
に
二
カ
所
に
設
置
を
し
ま
し
た
。

新
松

戸
駅

周
辺
で

一
時

利
用

コ

ー

ナ
ー
の
あ
る
有

料
駐

輪
場

の
位
置

は
、

案
内
図

の
と

お
り
で

す

。

利
用

時
間

…
午
前

７
時
～

午
後

７
時

3
0分

利
用

で
き

る
車
・：
自

転
車

・
原
動

機

付
自
転
車
（
5
0
c
c
以
下
）

利
用

料
金

（
一
日

一
回

）
・：
ぽ

転
車

百
円
・
原
動
機
付
自
転
車
5
0
∝
以
下
）

百

五
十
円

固
安

全
課

昔
3
6
6
・
7
3
4
1

多

く

の
方

か
ら

貴
重

な
寄
附

を

い

た
だ

き

、
あ
り

が
と
う

ご
ざ

い
ま
し

た
。皆

様

の
ご
厚
意

は

、
趣
旨

に
沿

っ

て
大
切
に
使

わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

福

祉

関

係
へ

新

松
戸
二

丁
日

町
会

、
中
茎

政
雄

、

松
戸

み

ど
り
幼

稚
園
Ｐ

Ｔ
Ａ

、

シ
ョ

ッ
ト

バ
ー
ル
ン
ル

ン

、

㈱
（

ロ

ー
マ

ー
ト

、
松

戸
た

ば
こ
商

業
協

同
組

合

婦
人

部

、
稲
葉
久

恵

、

㈱
土

屋
家

具

店

、
松
戸
市

立
病
院
心

臓

血
管
患

者

の
会

、

浄
安
寺

護
持
会

婦
人

部
た

ち

ば
な
会

、
千

葉
県

新

聞
販
売

組
合

松

戸
地
区

会
、
松
戸

鎌

ケ
谷
木

材
同

業

組
合

、
松

戸
市
公

衆

浴
場

組
合

、
松

戸
市

農
事

研
究

会
、
奥

山

富
、

北
村

俊

二

松

戸
市

社
交

ダ
ン

ス
協

会
、

セ
イ

コ

ー
イ

ン
ス

ツ
ル
メ

ン
ツ
労

働

組
合

共

済
部

、
早
稲

田
（

ウ
ス

㈱
、

小
根
本
祭
り
実
行
委
員
会
、
林
華
代

6月25 日に衆議院議員総選挙の投票が市内98 ヵ所の投票所で行われました。

松戸市の選挙結果は次のとおりです。

圖市選挙管理委員会事務局登366-7386

………………………　　 千葉県第6区　 １　 千辟 第7区

－　---･-､-----
当９有権者゛　23 匹o 末 で 回 詣 宍　 匹828 末 で 回 詣 宍

-‥---------島村　善行　　11,155 票　　 松本かづな　　25,ﾜﾜ5 票

湯田　博笛　　　15,684票　　 北角とらお　　　6,359 票

小選挙区選出議　 いお＜雨雄　　48･021 票　　 内山あきら　　24･ ∠ﾚ38票

ロ､-ヽ　　　　　 生方ゆき夫　　 回,958 票　　 みすみかずお　　　5,511 票
ご

美

、
池
内

人
典

、

賄
日

本
競

輪
選
手

会
、
㈱
ア
イ
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
、

増
田
禧
子
、
マ
ザ
ー
ズ
・
フ
リ
マ
、

千
葉
県
立
松
戸
つ
く
し
養
護
学
校
、

牧

の
原
団

地
二

街
区

住
宅
自

治
会

、

み

ど
り

ダ
ン

ス
ス

ポ
ー

ツ
ク
ラ

ブ
、

陸
上
自

衛
隊
松

戸
駐

屯
地

曹
友
会

、

池

田
紀

久
男

、
長

聖
寺

、
山
室

一
郎
、

岡

田
誠

作
、
安

達
好

男
、
平

林

看
護

婦
家
政
婦
紹
介
所
、
東
葛
・
葛
飾
の

会

、
仁
王

会

、
野
菊

野
会

ダ
ン

ス
サ

ー

ク
ル

、
松

戸
市
医

師
会

常
盤
平
地

区

ゴ
ル
フ
同
好

会

、

㈱
海

老
澤
工
務

店

・
海
進
会

、
明

る

い
社

会

づ
く
り

松

戸
推

進
協

議
会

、
東
葛

親
睦

会
、

楢
原
建

設

㈱
・
功
友

会
、

ジ

ャ
パ
ン

ケ
ネ

ル
ク

ラ
ブ
、
大

塚
賀

代
子

、
松

戸

い
ず
み
幼

稚
園

、
銚
子

商
工
信
用

組
合

信
友
会

、
日

本
大
学

松
戸

歯
学

部
教
職

員
会

・
松
戸

祭
実

行

委
員
会

一
同

、
松

戸
北

ロ

ー
タ
リ

ー
ク

ラ
ブ
、

ゆ
う

か
り
手
工

芸
文

化

の
会

、
松
戸

テ

ニ
ス

ク
ラ

ブ
、
花

葉
会
、

川
井

光

之

、
近
代

住
機

㈱

・
近

友
会

、
松

戸

東

ロ

ー
タ
リ

ー
ク

ラ
ブ
、
佐

藤
美

恵

子

、
秋
葉

澄
夫

、
松

本
信
雄

、
小

板

橋

病
院
、

㈱
山

野
辺

建
設

・
協
力

会

一
同

、

ダ
ン
ス

サ

ー
ク
ル
（

ツ
ピ
ー

ワ

ン
、
松

戸
市

傷
痍

軍
人
会

、
武
ｍ
…

信

二
、
松

戸
市

民

カ
ラ
オ

ケ
歌
謡

協

会

、

㈱
味
華
、

㈱
イ
ト

ー
ヨ

ー
カ
ド

ー
ハ

柱
店

・
お

客
様

一
同

、
江

戸
川

大

学
総
合

福
祉

専
門

学
校
、

千
葉

ト

ヨ

ペ

ッ
ト

㈱
ハ

ケ
崎

営
業
所

、
松

戸

市

立
大
橋

小
学

校
児
童

会

、

㈲
千

成

亭

、
ノ

ー
ブ
ル

グ
ル

ー

プ
、

㈱
レ

ッ

ク
、
松

戸
理
容

組
合
女

性
部

、
千

葉

県

旅
行
業

協
会

車
葛

地
区

、
西
宇

和

農

業
協
同

組
合

、
松

戸
市

青
果

物
商

業

協
同
組

合

、
松
戸

地
区
環

境
衛

生

同

業
組
合

連
絡

協

議
会
、
加

藤
孝

、

諦
日
本
公

衆
電

話

会
、

㈱
サ
ン

イ
チ

エ

芸
社

、
松

戸
商
工

会
議

所

婦
人
会

、

㈱
マ
ル

エ

ツ
、
山
崎

製

パ
ン
従

業
員

組

合
、
Ｓ

１
千

葉
ユ

ー

カ
リ
、

Ｎ
Ｔ

Ｔ

東
口
本

松
一
戸
営
業
所

、
柿

本
裕
子

、

㈱
ダ
イ

ェ

ッ
ク
ス

、
石
川
大

倫

、
木

村

千
里

、
車

旱
甲
央
青
果

㈱
千

葉
支

社
、
太
陽
ハ
ウ
ス
㈱
、
㈲
テ
ラ
ハ
ラ

製
菓
、

鈴
木
和
江

、
松
戸

市
畳

業
組

合
、
松

戸
建

築
事

務
所
協

会
、

八
田

賢

明

、
㈱
ニ

ュ

ー
・
ク
イ

ッ

ク
、
袴

田
美
緒

教

育

関

係

へ

松
戸

カ

ッ
パ
友

の
会

、
㈱
モ

ラ
ロ

ジ

ー
研

究
所

、
日

本
大
学

松
戸

歯
学

部
病

理
学
講

座
、
奥

山
義

人
、
平

山

登
美
子

、
松

戸
市
柔

道
修

錬
会

、
新

良
聡
史

、
大

橋
昭

、
加
地

倫
三

そ

の

他

松
戸

ユ

ー
カ
リ

ラ
イ

オ
ン

ズ
ク

ラ

ブ
、

㈲
Ｓ
Ｙ

・
ロ

ジ
ス

テ

ッ
ク
ス
、

松

戸
公

産

㈱
、
櫻
木

神

社
、

賄
千
葉

県

Ｌ

Ｐ

ガ
ス
協
会

折

戸
支
部

、
五
香

新
町

水
利
組

合
、
松

戸
市
ハ

ケ
崎
中

央
土

地
区

内
整
理

組
合

、
浜

田

房
子

、

㈱
エ

ル
シ

ー
エ

ー
、
松
戸

交
通

安
全

母

の
会

、
国

際
ソ

ロ

プ
チ

ミ

ス
ト
千

葉
ユ

ー
カ

リ

（
順
不

同

・
敬
省

略
）

固
総

務
企
画

本
部
総

務
課

登
3
6
6
・
７

歯
を
大
切
に

そ
の
七
十
六
　
定
期
検
診
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

歯

科

の
社
会
保

険
に

、
４
月

か

ら

か
か
り

つ
け
歯

科
医

初
診
料

と

い
う
制
度

が
新
設
さ
れ
ま
し
た

が
、

今

回
は

、
メ
ン

テ
ナ
ン

ス

の
効

果

に

つ

い
て

お
話
し

し
ま

す
。

歯

科
医

院
に

、
症
状

が
現

れ
た

と
き
に
だ
け
通
院
し
て
い
る
人
と
、

定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
し
て
、

診

査
、
指

導

、
予

防
処

置
に
通

院

し

て

い
る
人
と

を
比
較

す

る
と

、

歯
の
な
く
な
り
方
に
大
き
な
差
が

現

れ
る
こ
と
が
分
か

っ
て

い
ま

す
。

前

者
で

は
、
高
年

齢

に
な

る
ほ
ど

年
当

た
り
平

均
喪

失
歯

数
も

多
く

な
る

の
に
対
し

て
、
後

者
で

は
四

十

歳
代
以

降
も

十
年
間

に
数

歯

の

喪
失

に
と

ど
ま

っ
て

い
ま

す
。
こ

の
条
件

を
累
計

す

る
と

、
若

い
う

ち

か
ら

効
果
的

な

メ
ン
テ
ナ

ン
ス

を
続
け
て

い
れ
ば
、

八
十
歳

で

は

二
十
三
～
二
十
四
本
の
歯
を
保
有

す
る
こ
と

に

な
る
と
期

待

で
き
ま

す
。そ

れ
で

は

、
年
齢
層

に
よ

っ
て

そ
の
効

果
に

ど
の
よ
う

な

違

い
が

あ
る

の
で
し

ょ
う
か

。
ブ

ラ
ッ

シ

ン

グ
指

導
だ

け
を
受

け
た
場

合

の

歯
の
喪
失

状
況

に

つ
い
て
年

齢
区

分

別

に
比
較

す
る
と

、
四

十
歳
未

満
に

お

い
て

は
、

ブ
ラ

ッ
シ
ン

グ

指
導
を
受
け
た
だ
け
の
人
と
、
定

期
的

に
メ
ン

テ
ナ
ン

ス
に

通
院
し

て

い
る
人

の
喪

失
率

に
差

は
見
ら

れ
ま
せ

ん
で

し
た

。
一
方

、
六
十

歳

以
降

に
お

い
て

症
状

が
あ

る
と

き
だ

け
歯

科
通

院

を
し
て

き
た

人

の
間

で
は
、

ブ
ラ

ッ
シ

ン
グ
指

導

の
有
無

に

よ
る
歯

の
喪
失

率
に

大

き
な
差

が
な

い
と

い
う
こ
と

も

判

明

し

ま
し
た

。

こ

の
こ
と

か
ら

、
三
十

歳
代

ま

で
は

セ
ル

フ
コ
ン

ト

ロ
ー
ル
に

よ

っ
て

歯
の
喪
失

を

か
な
り

防
止

す

る
こ

と

が
期

待
で

き
る

が
、
六

十

歳

以

降
で

は
単
な

る
ブ

ラ
ッ

シ
ン

グ
だ
け
で
な
く
定
期
的
な
歯
科
受

診
と

専
門
家

に
よ

る
清

掃
な
ど

が

必
要

で
あ

る
と

い
う
こ

と

が
考

え

ら

れ
ま
す

。
こ

れ
ら
の
中

間

の
四

十
～

五
十
歳

の
世
代

で

は
、

ブ
ラ

ッ

シ
ン

グ
指
導

、

定
期

的
な

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

が
そ

れ
ぞ
れ

に
歯

の
喪

失

防

止
効
果

を
示

す
こ

と

が
確

認

で
き

ま
す

。

定

期
的

な
メ
ン

テ
ナ

ン
ス

の
間

隔

や
そ
の
内

容
に

つ

い
て
は

、
個

人
個

人
の
口

腔
内

の
状

況
や
生

活

環
境

に
よ

っ
て

、
歯
科
医

師

が
総

合
的

に
判
断

し

て
決
定
し

ま
す

。

上
手

に
歯
科
医

院
を
利
用

し

て
快

適

な
生
活

を
送
り

ま
し

ょ
う

。

（
松

戸
歯

科
医

師
会
）

7
月
は
「
社
公
を
明
る
く
す
る
運
動
」
強
調
月
問
で
す

ふ

れ

あ

い
　

対

話

が

築

く
　

明

る

い

社

会

寄
附
に
感
謝
し
ま
す

新
松
戸
駅
西
口
高
架
下
第
2
・
3
駐
輪

場
に
一
時
利
用
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

7 月5 日

から6月27日、東葛飾地域６市２町の各オウム真理教対策会議(本部)の長である助役が

集まり、広域的な対応を図るため｢ 東葛地域オウム真理教対策会議｣ を発足しました。

その中で共同宣言が出され、関係機関への要請活動を行うことを決定し ました。

圖市民環境本部企画管理室**366-7312

宣　 言　 文

我々東葛飾地域６市２町は、住民の安全で安心した暮らしを守り、さらに地域の

発展のために努めているところである。

しかし、地下鉄サリン事件、松本サリン事件、坂本弁護士一家殺害事件など数々

の犯罪や反社会的行為を引き起こしたオウム真理教( アレフ) の東葛飾地域への進

出は、住民を不安と恐怖に陥れるものである。

住民の安寧な生活を守るため、オウム真理教の今以上の進出を阻止し、オウム真

理教信者の転入を拒否するものであり、オウム真理教施設の撤退と信者の早期退去

を強く望むものである。

よって、ここに住民の安全、安心な暮らしと地域の治安確保を早期に実現するた

めに、東葛飾地域６市２町が協力と連携を図ることを宣言する。

平成12年6月27日

東葛地域オウム真理教対策会議

（
平
成
1
1
年
1
0
月
1
日
～
平
成
1
2
年
3
月

3
1
日
受
付
）

衆議院議員総選挙松戸市の結果

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

す
べ
て
の
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪

や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

圖
福
祉
事
務
所
援
護
係
登
3
6
6
・
7
3
4
9



市税の休日および夜

間納付 ・相談窓口

を開設

固収納課収納第１・第２係登366-7325
窓口にお越しください

八
〇
二
〇
（
（

チ
マ
ル

ー
ニ
イ

マ
ル
）
運
動
を
ご
存
じ
で
す
か
。

八
十
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を

二
十
本
以
上
保
と
う
と
い
う
運
動

で
、
歯
科
保
健
知
識
の
普
及

や
定
期
的
な
歯
科
健
康
診
査

を
推
進
し
、
生
涯
を
通
じ
た

歯
の
健
康
づ
く
り
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

今
年
も
日
ご
ろ
歯
に
自
信

長

引

く

不

況

に

よ

る

事

業

の

不

振

や

、
リ

ス

ト

ラ

に

よ

る
退

職

や

転

職

、

本

人

ま

た

は

家

族

の

病

気

等

に

よ

り

市
税
を
す
ぐ
に
納
付
で
き
な
い
場
合
、

そ

の

内

容

に

よ

っ

て

は

、

納

期

限

の

延

長

が
認

め

ら

れ

た

り

、

分

割

で

納

付
す
る
と
い
う
方
法
を
と
る
こ
と
も

で

き

ま

す

。

未

納

の

ま

ま

に

し

て

お

く

と

延

滞

金

の

加

算

や
差

押

え

処

分

の

問

題

が

生

じ

て

き

ま

す

の

で

、

早

め

に

連

絡

ま

た

は

相

談

に

お

越

し

く

だ

さ

い

。

な

お

、

次

の
と

お

り

休

日

窓

口

と

夜

間

窓

口

を

開

設

し

ま

す

。

▽
休

日

窓

口

＝

７

月

８

日

出

・
９

日

㈲

午

前

９

時

～

午

後

４

時

会

場

市

役

所

新

館

二

階

収

納

課

・
各

支

所

▽
夜
間
窓
口
＝
７
月
５
日
水
～
1
1
日

㈹
午
後
８
時
ま
で
（
土
・
日
曜
日
を

除
く
）
　
　
会
場
市
役
所
新
館
二
階
収

納

課
の
あ
る
八
十
歳
以
上
の
人
が
十
九

人
、
昨
年
三
歳
児
歯
科
健
康
診
査

を
受
診
し
た
お
子
さ
ん
と
そ
の
お

母
さ
ん
が
九
組
参
加
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

「高齢者・毋と子のよい歯の
コンクール」入賞者が決定

よい歯のコンクールに

参加した皆さん

〔
高

齢

者

の

部

〕

優

勝
…
藤

田
彌

吉
さ

ん

（
九

十
一
歳
・
小
金
清
志
町
）

準
優

勝
：
小

高

は
つ
さ
ん
（
八

十
五

歳

・
根

本
）
、
鈴

木
善
家

さ
ん

（
八
十

歳

・
上
本

郷
）

〔
毋

と

子

の

部

〕

優

勝
：

山

根

い
づ
み

さ
ん

・

悠
太
さ
ん
（
小
金
上
総
町
）

準

優
勝
…

高

橋
ひ

さ
子

さ

ん

・
諒
也

さ
ん

（
新
松
戸

北

）
、

小

泉
セ

エ

ー
ン
さ

ん
・
瑛

美

さ
ん

（
栄

町
西

）

優
勝

さ
れ

た
人

は
７
月

に

開

催

さ
れ
る
県

の
コ

ン

ク
ー

ル

に
出
場

し

ま
す

（
藤
田

さ

ん

は

平

成

８

年

度

県

の

コ

ン

ク

ー

ル

で

優

勝

し

て

い

る

た

め

、「
高

齢

者

の

部

」

の

代

表

は

準

優

勝

の

小

高

は

つ

さ

ん

で

す

）
。

譛

保

健

福

祉

課

保

健

係
｛
一一
3
6
6
・
７

二

酸
化

硫
黄

・
一
酸
化

炭
素

は
環

境
基

準
を

達
成
し

て

い
ま
す

が
、
浮

遊
粒
子

状

物
質
お

よ

び
二

酸
化

窒
素

に

つ

い
て

は
、
測

定
局

に
よ

っ
て

は

未
達

成
で
し

た

。

光

化
学

オ
キ

シ

ダ
ン

ト

に
つ

い
て

は

、
環
境

基
準

は
達
成

さ

れ
ま
せ

ん

で
し

た

が
、
東
葛

地
域

の
光
化

学

ス

モ

ッ

グ
注

意
報
発

令

は
な
く

、
健
康

被

害
の
発

生
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た

。

平成11年度測定結果

謡回
二酸化窒素

〔98％値〕

(ppm)

浮遊粒子状物質

〔2％除外値〕

(昭/m3)

ベンゼン

〔年平均値]

(mg/m3)

一般環境

局

根 本

五 香

0.05∠| 0.08ﾜ 0.003ﾜ

0.048 0.085 一

一ニツ木 0.045 0.089

自動車排

ガス局
上本郷 0.064 0.109 0.00∠ﾚﾜ

地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
二

条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
1
2年

３
月
3
0日
付
け
を
も
っ
て
提
出
さ
れ

た
『
松
戸
市
職
員
措
置
請
求
書
』
に

つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
監
査
を
実
施
し
た
の
で
、
そ
の
結

果
の
概
要
を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま

す
。平

成
1
2年
５
月
2
5日

松
戸
市
監
査
委
員

中
西
　

務

同
　
　
　
　
川
村
　
幸
信

同
　
　
　
　
富
澤
　
凡
一

同
　
　
　
　
長
谷
川
　
満

○
松
戸
駅
東
口
第
二
ビ
ル
に
係
る

措
置
請
求

ま
た
、
有
害
大
気
汚
染
物
質
に
つ

い
て
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
テ

ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
は
環
境
基
準

を
達
成
し
て
い
ま
す
が
、
ベ
ン
ゼ
ン

は
未
達
成
で
し
た
。

國
環
境
保
全
課
昔
3
6
6
・
7
3
3
7

環境基準（環境上の条件）

二酸化

窒素

1時間値の1日平均ｲ直が0.0∠4)mか

ら0.06ppmまでのゾーン内または

それ以下であること

浮遊粒

子状物

質

1[晧同値の1 日平均値が0.10mg/

イ 以下であり、かつ、1時間値

が0.20mg/m3 以下であること

ベンゼ

ン

年平均値が0.003mg/  m3以下で

あること

大

気
汚

染
物

質
の
発

生

は
、
主

に

工

場
や

事
業
所

、
物

の
燃
焼

や
自
動

車

な
ど

に
よ

り
ま
す

。

Ｏ
自

動
車

の
空

ぶ
か
し

や
急
発

進

・

急
加

速
は

や
め
ま

し
ょ

う
。

Ｏ
ご

み
の
焼

却

は
、
ご
近

所

に
迷
惑

を
か
け
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で

、

自
粛

を
お

願

い
し

ま
す

。

１
　

請

求
の
要

旨

松
戸
駅
東
口
第
ニ
ビ
ル
は
、
総
合

設
計

制
度
と

優
良

建
築

物
等
整

備
事

業
の
適
用
を
受
け
、
平
成
1
1
年
4
月

に
共
同
施
設
整
備
費
と
し
て
の
補
助

金
四
百
二
十
万

円
の
交
付
を
受

け
た

。

同
年

９
月
3
0
日
に

㈱
Ａ

か
ら

㈱
Ｂ
へ

同

ビ
ル

の
土
地
を

含

め
た
所
有

権

の

全
面

移
転

が
行

わ
れ
、
市

は

優
良
建

築
物
等
整
備
事
業
の
中
止
を
決
定
し

た

。中

止
を

決
定
し

た
に

も
か

か
わ
ら

ず

、
同
補
助

金

が
支
出

さ
れ
た

ま
ま

で

あ
る
こ

と
は
誤

り

で
あ
り

、
市

が

返
還

を
求

め
な

い
こ
と

は
地
方

目
治

法

、
松
戸
市

補
助

金
等

交
付

規
則
に

違
反

し
て

、
違
法

、
不

当
で

あ
り

、

「
日

常

生
活

の
悩
み

を
お
国

言

葉
で

ス
ム

ー
ズ
に

相
談
し

よ
う

」

と
、
市

内
在

住

の
外

国

人

の
た
め

の
相

談
窓
口

を
開
設
し
て

い
ま
す
。

皆

さ
ん

の
お
近
く

に
困

っ
て

い

る

人

が

い
ま

し
た
ら

、

ぜ
ひ
教
え

て

あ

げ
て
く

だ

さ
い
。

な
お

、
相
談
日

に

は
電
話

に
よ

る
相

談

も
で
き
ま

す

。

相

談
専

用
電

話

登
3
6
6
・
１

１
６

相

談
日

毎
月

第
二

・
四
火

曜
日

（
祝
日

を
除

ぐ
）
、
午

前
９

時
～
正

午

会

場
市

役
所
本

館
二

階
相
談

コ

ー
ナ

ー
　

相
談
内

容
日

常
生
活

に
お
け

る
諸
問

題
　

取
扱

言
語

英

語

・
中
国

語

・
ポ
ル

ト

ガ
ル
語

・

ス
ペ
イ

ン
語

費
用

無
料

市
長
、
収
入
役
、
都
市
緑
花
部
長
、

再
開
発
課
長
に
四
百
二
十
万
円
の
返

還
を
求
め
る
。

２
　

監
査
の
結
果
（
監
査
委
員
の
判

断
）松
戸
駅
東
口
第
ニ
ビ
ル
は
、
容
積

率
の
緩
和
を
図
る
こ
と
に
よ
り
敷
地

内
空
地
を
確
保
す
る
と
い
う
総
合
設

計
制
度
の
構
想
の
中
に
、
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
の
施
策
事
業
と
し
て
の
優

良
建
築
物
等
整
備
事
業
を
建
築
物
全

体
に
包
含
さ
せ
、
ま
た
、
事
業
を
組

み
込
ま
せ
た
設
計
内
容
と
な
っ
て
お

り
、
当
初
設
計
を
変
更
せ
ず
名
義
変

更
届
受
理
通
知
が
な
さ
れ
た
こ
と
か

ら
す
れ
ば
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、

当
然
優
良
建
築
物
等
整
備
事
業
の
内

容
が
実
質
的
に
継
承
さ
れ
、
遂
行
さ

れ
る
も
の
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ

る
。

Please feel free to ask our advice on your life in Matsudo.
ま

た
、

当
該

補
助
事
業

は
、
事

業

期
間

が
四
ヵ

年

事
業
で

あ

る
た
め

、

補
助

金

の
交
付
申

請
及

び
交

付

決
定

は
単
年
度
ご
と
で
行
わ
れ
る
制
度
で

あ
り

、
平

成
1
0年

度

の
補
助

金

は
、

優
良

建
築

物
等

整
備
蚕
業

の
実
績

に

対
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
自
体
、

適
正

か

つ
有
効

に
執
行

さ

れ
た

も
の

で

あ

る
と

判
断

す

る
。

以

上

の
と
お

り
、
請

求
人

の

主
張

に

は
理
由

が
な

い
こ
と

か

ら
、
市
長

、

収
入

役

、
前
都
市

緑

花
部
長

及

び
前

再

開
発
課

長

に
対
し

、
補
助

金

の
返

還

を
求

め
る
理

由
も

な

い
と

判

断
す

る

。
※
監
査

結
果

の
全
文

に

つ
い
て

は
。

行

政
資

料

セ
ン

タ
ー

（
市

役
所

別

館

一
階
）
で

閲
覧

が
で

き
ま

す
。

固

監
査
委

員
事

務
局

公
3
6
6
・
７
３
８

母

子

・

父

子

家

庭

に

医

療

費

を

助

成

し

ま

す
（
所

得

制

限

あ

り

）

対

象
十
八
歳
未

満

の
児
童

を
扶
養

し
て

い
る
母

子

・
父

子

家
庭
の
親

子

ま
た

は
父
母

の

い
な

い
十

八
歳
未

満

の
児
童

を
扶

養
し
て

い
る
人

（
十
八

歳
に

な

っ
た

後
も
最

初

の
三
月
三

十

一
日

ま
で

は
対
象
）
　

手

続
き
に
必

要
な

も
の
①
平

成
1
2年
度

所

得
証
明

書
（
市
民
税
課
発
行
）
②
健
康
保
険

証

の
写

し

③
組
合

保
険
加

入
者

は
附

加
給
付
証
明
書
④
印
鑑
⑤
戸
籍
謄
本

お
よ

び
世
帯

全
員

記
載
の
住
民
票
（
父

子
家

庭

の
み

）
　

受

付
期

限
７
月
3
1

日

㈲

受

付
場

所
児
童

福
祉

課

（
市

役
所

新

館
三

階
）

※
現

在

登
録

さ
れ
て

い
る
人
も

登
録

期
間
が
7
月
3
1
日
で
切
れ
ま
す
の

で

更

新
の
手
続

き

が
必
要
で

す

。

圖
児

童

福
祉
課

登
3
6
6
・
7
3
4
7

東

部

老
人

福

祉

セ
ン

タ

ー
の

浴

室

が

休

室
し

ま

す

給
湯
器
設
置
工
事
の
た
め
７
月
1
0

日
側
～
2
4日
側
の
間
、
浴
室
が
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

※
和
室
等
の
施
設
は
、
通
常
ど
お
り

利
用
で
き
ま
す
。

團
東
部
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
容
3
9
2
・

松戸花火大会イン２０００～みんなであげる夢花火

～あなたの花火を募集します

協賛(団体・個人)の申し込み期限

は7月7日金です。

※詳細はお問い合わせください。

國松戸花火大会実行委員会事務局

(商工観光課内) ≪366~ﾜ327

日

本

選

手

権

競

輪

の

愛

称

募

集

平
成
1
3
年
3
月
に
松
戸
競
輪
場
で

開
催
さ
れ
る
日
本
選
手
権

競
輪
（
競
輪
ダ
ー
ビ
ー
）

の
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。
　
　
″

応
募
方
法
①
８
月
3
1
日
水
〔
消
印

有
効
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に
「
愛
称
」

・
住
所

・
氏

名

・
年

齢

・
電
話

喬
号

を
記
入

し

て
、

〒
2
7
1
－
0
0
6
4

松

戸
市

上
木

郷
五
九
四

松

戸
競
輪
場

内

第
5
4
回
日

本
選
手

権
競

輪
開

催
推
進

本
部
事

務

局

「
愛

称
募

集
」

係
へ

②
８
月
3
1
日

水
ま

で
に

、
所
定

の
申

込
用

紙
を

備
え

付

け

の
投
票
箱

に
投

か

ん

（
申

込
用
紙

・
投

票
箱

は
、
松

戸
競
翰

場

・
千
葉

県
公

営
競

技
事
務

所

・
松

戸
市

役
所

商
工

観
光

課
に

あ

り
ま

す
）

※
採

用
者

・
応
募

者

に
は
、

抽
選

で

賞
品
を

贈
り

ま
す

（
発
表

は
９
月

下

旬

の
賞
品
発

送

に
代
え

ま
す
）
。

※
ハ
ガ
キ
・
申
込
用
紙
一
枚
に
付
き

一
点
で

、
何

点
で

も
応
募
可

。

※
採

用
さ

れ
た
愛
称

は
、「
日

本
選
手

権
競
輪

」

の
官
伝

等

で
自

由
に

使

用

す

る
こ
と

を
了
承

願

い
ま
す

。

固

日
本
選
手

権
競

輪
開
催

推
進
本

部

事

務
局

登
3
0
8
・
7
5
6
1

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

「
松

寿

園

」

職

員

を

募

集

職
種
介
護
福
祉
士
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
（
二
級
以
上
）
　
勤
務
形
態
①

常
勤
（
午
前
８
時
3
0
分
～
午
後
５
時

3
0分
、

ほ
か
夜

勤

、
早
番

・
遅
番

あ

り
）
②
非
常
勤
（
一
日
五
時
間
程
度
）

勤
務
地
六

高
台
二

の
一

九

の
二

圃
電
話
連
絡
の
上
、
月
～
金
曜
日
の

午
前
９

時
～
午

後
５

時

の
間
に

、
履

歴

書
を

持

っ
て
直
接

、
特

別
養
護

老

人

ホ

ー
ム
松
寿

園

・
堂
前

（

登
3
8
6
・

（
り
３
ｒａ
７
）
　へ

松

戸

市

町

名

町

界

諮

問

委

員

会

を

開

催

7
月
1
2
日
水
午
後
１
時
3
0
分
～
３

時
　
会
場
市
役
所
新
館
五
階
市
民
サ

ロ
ン
　

傍
聴

定
員
先
着

十
人

胆

地
域

振
興
課

町
名

整
備
係

昔
鰯
・

監
査
結
果
を
公
表
し
ま
す

Date Every 2nd and 4th Tuesday(In  the case of ａ national holiday,

we have no service.)

We accept telephone ｉｎq愀y as well. 25366" 1 162

Time 9:00a, ｍ～noon

Place Matsudo City Ｈａｌ］（“Soudan  comer ” ）

£anguage English,Chinese,Portuguese and Spanish are available.

Charge Free

加quiry “Shimin soudan ｋａ”

ご
利
用
く
だ
さ
い

外
国
人
の
た
め
の

相
談
窓
口

市
民
相
談
課
公
3
6
6
・
7
3
1
9

8月５日（土）に開催される松戸花火大会で打ち上げる花火の

平成

11年

度

市
内
の
大
気
環
境
測
定
結
果

を
お
知
ら
せ
し
ま
す



申し込み先〒270－2252松戸市千駄堀671　市立博物館各係

秘密の仕掛けがいっぱい

～ステージの裏側をのぞいでみよう

「森のホール27探検隊」

日時…7月22 日田①午後1時～3時②午後4

時～6時

会場…森のホール21 大ホール

対象…小学4年～6年生とその保護者

定員…各回先着30 人

持ち物…軍手 一筆記用具

費用…1人300 円（保険料・資料代）

圃「7月15日出〔消印有効〕までに、往復ハガキ

に住所・氏名（全員）・学年・電話番

号を記入して、「探検隊係」へ

「スティール・パンをたたこう！」ドラム缶から生まれたスティール・ドラム（通

称スティール・パン）は、20世紀最後のアコース

ティック楽器といわれ、美しいメロディーを奏で

ます。

森のホール21 に出演する「レネゲイズ」のメン

バーが、公演の前に皆さんに直接、演奏法を指導

します。

日時…8月６日日 午後1時～3㈲

会場…森のホール21大ホール

対象…小・中学生

定員…30 人（抽選）

費用…無料

圃「7月15 日出〔消印有効〕までに、往復ハガ半に

住所・氏名・学年・電話番号を記入して、「ステ

ィール・ドラムワークショップ係」へ

親

子

ご
み

ツ

ア

ー

毎
日
出
し
て
い
る
ご
み
が
、
ど
の

よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
る
の
か
を
知

っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
清
掃
施
設
の

見
学
会
を
行
い
ま
す
。

ワ
月
2
6日
㈲
、
８
月
９
日
㈲
の
各

午
前
８
灣
5
0分
～
正
午

コ
ー
ス
市

役
所
～
日
暮
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
～

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
～
和
名

ケ
谷
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
～
市
役
所

対
象
市
内
在
住
の
親
子
（
小
学
三
年

生
以
上

。
乳
幼
児
の
参
加
は
不
亘

定
員
咎
先
着
十
組
二
十
人
　

費
用
無

料圃
参
加
希
望
日
の
五
日
前
ま
で
に
、

電
話
で
環
境
計
画
課
公
3
6
6
・
ワ
３
３

２
へ
※
通
常
（
第
二
水
曜
日
）
の
ご
み
ツ

ア
ー
ツ
月
・
８
月
分
は

、
お
休
み

し
ま
す
。

親

と

子

の

東

京

湾

視

察

会

８

月
９
日

水

①
午

前
９

時
4
0分

か

ら

②
午
前
川

時
1
0
分

か
ら

③
午

後
１

時
1
0
分
か
ら
　
乗
船
場
所
千
葉
港
船

員
サ

ー

ビ
ス
セ
ン

タ

ー
前
　

内

容
千

葉

港
周
辺

視
察

（
乗

船
時

間
は

一
時

間

程
度
）
と

水

質

調
査
の

実
演
ほ

か

定

員

各

回

二

百

五

十

人

（

抽

選

）

対

象
小

・
中

学
生
と

そ
の

保
護

者

費
用

無

料

圃
7
月
1
2
日
米
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

封

書
で

返
信
用

封
筒

（
八

十
円

切
手

を

張
り

、
返

信
用

あ
て
名

を
記
入

し

た
も
の
）
を
同
封
し
、
乗
船
希
望
時

間

・
乗

船
希

望
者

全
員
の

氏
名

一
年

齢
（
小

・
中

学
生

は
学

年
）
・
電

話
番

号

を

記
入
し

て

、

〒
2
6
0
1
8
6
6
7

千

葉
市

中
央

区
市

場
町

一
の

一
　

千

葉
県
庁

水
質

保
全

課

（
ａ

Ｊ
丁

子

3
8
1
6

）
へ

囗
申
し
込
み
は
〒
2
7
0
1

2
2
5
2

松
戸
市
千
駄

堀
六
四
六
の
四
　
森
の

ホ
ー
ル
2
1各
係
へ

さ

ま

Ｉ

き

ゃ

ん

ぷ
2
0
0
0

ひ
と
夏
の
思
い
出
を
、
い
ず
る
山

で
Ｉ
。
８
月
1
8日
廊
～
2
0日
紅
〔
二
泊
三

日
〕
　
会
場
栃
木
県
出
流
ふ
れ
あ
い

の
森
　
対
象
市
内
在
住
の
中
学
生

定
員
先
着
四
十
五
人
　

費
用
一
万
一

千
円
圃
ワ
月
６
日
困

～
3
1日
仰
の
間
に
、

費
用
を
添
え
て
直
接
、
松
戸
市
青
少

年
相
談
員
連
絡
協
議
会
（
京
葉
ガ
ス

Ｆ

松
戸
ビ
ル
五
階
、
こ
ど
も
課
内

昔

3
6
6
・
7
4
6
4

）
へ

夏

休

み

動

く

親

子

物

価

教

室

８
月
絽
日
廊
午
前
９
時
凵
Ｒ
千
葉

駅
前
集
合
　
内
容
バ
ス
で
物
価
や
流

通
に
関
す
る
施
設
（
全
国
農
協
直
販

株
式
会
社
総
合
基
幹
工
場
・
新
里

只

国
際
空
港
）
を
見
学
　
対
象
小
学
四

年
～
六
年
生
と
そ
の
保
護
者
　
定
員

二
十
組
四
十
人
（
抽
選
）
　
費
用
無

料
（
昼
食
あ
り
。
集
合
場
所
ま
で
の

交
通
費
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
）

圃
８
月
１
日
㈹
ま
で
に
、
往
復
ハ

ガ

半
（
一
枚
に
付
き
一
組
）
に

①
「
親

子
物
価
教
室
参
加
希
望
」
②
小
学
生

の
氏
名
・
性
別

・
学
年
③
保
護
者
の

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
一
年
齢
・

続
柄
・
電
話
番
号
と
返
信
用
あ
て
名

を

記
入
し
て

、
干
2
6
0
1
8
6
6
7

千
葉
県
庁
県
民
生
活
課
消
費
者
行
政

班
（
昔
尚

・
2
2
3
・
2
2
9
6

）
へ

ミュージカル講座「やさしいミュージカル」

8月1日（火）・３日困・４日圀［全3回］①初級＝午後1時～2時30分②中級＝午後2時45分～4時45

分　 会場森のホール21 リ ハーサル室　 内容歌唱・踊り ・演技の基本を実際の舞台作品をもとに

体験する （保護者の見学可）　 講師裕幸二（振付）ほか　 対象①小学1 年 ～3 年 生②小学4 年～6

年 生　 定員各コース30 人 （抽選） 費用3,500 円

圃 往復ハガキに希望コース 一住所 ・氏名・電話番号・学年・見学の有無を記入して 、「ミュージ

カル講座係」へ

夏

休

み
　

親

と

子

の

手

賀

沼

船

上

学

習

会

①
８

月
畑
日

出
②
８

月
2
0日
日

の

吝
午

前
1
0
時
～

午
後
３

時
　

会
場

手

賀
沼

親
水
広

場
　

内

容

①

②
遊
覧

船

に

乗

り

、
手
賀
沼

の
自

然
や

水
質

を

み

る

①
牛

乳

パ
ッ

ク
か

ら
の
ハ

ガ

手

作

り

（
紙

す
き
）

ほ
か

②

廃
食
油
か

ら

の
石

け
ん

作
り

ほ
か
　

講

師
手

賀

沼

流
域

環
境

ボ
ラ
ン

テ

ィ
ア

団
体

対

象
小

学
四

年
～
中

学

生
ま

で
の
子

ど

も
と

そ
の

保
護

者
　

定
員

吝
三
十

人

（
抽

選
）
　

費

用
無

料

糸
高
校

生
以
上

は

保
護

者
と

し

て
扱

い
ま

す

。

圃

ワ

月
ワ

日
窗
ま
で
に

、
電

話

・
フ

ァ
ク

ス
ま
た

は

直
接

、
千

葉
県

手
賀

沼
親

水
広

場

昔
０
４

７
１

・
8
4
・
0

5
5
5

阻
一〇
４

ツ

ー

・
勉
］・
ｏ

ｑ

）３

６

（
午
前
９

畤
～

午

後
４

時
3
0
分
）

へア

ク
ア

わ
く

わ

く
房

総

キ

ャ
ン

ペ

ー
ン

7
月
2
3
日
日
午
前
1
0
時
～
午
後
４

時
　
会
場

①
本
更
津
会
場
＝
ア
ク
ア

わ
く
わ
く
市
場
（
木
更
津
金
田
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
そ
ば
）
⑦
海
は
た
る

会
場
＝
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
「
海
ほ
た
る

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
」
　
内
容
①
約

百
店
が
出
店
す
る
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
②
南
房
総
の
写
真
パ
ネ
ル
展
示
①

②
県
産
農
産
物
等
の
配
布
・
観
光
マ

ッ
プ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
・
フ

ラ
メ
ン
コ
や
郷
土
芸
能
の
披
露
ほ
か

圈
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
を
活
用
し

た
地
域
づ
く
リ
推
進
協
議
会
事
務
局

早

葉
県
庁
地
域
政
策
課
内
）
a
0
4
3

戸
2
2
3
2

夏

休

み

親

子
せ

せ
ら

ぎ

教

室

7
月
2
8
日
金
午
前
8
時
3
0
分
市
役

所
正
面
玄
関
前
集
合
〔
小
雨
決
行
、

荒
天
中
止
〕
　
内
容
葛
西
臨
海
公
園

で
遊
び
、
そ
の
後
江

戸
川
で
稚
魚
を

放
流
　
対
象
小

学
生
以
上
の
子
ど
も

と
そ
の
保
護
者
　
定
員
先
着
四
十
人

持
ち
物
昼
食
・
水
筒
・
水
着

・
ビ
ー

チ
サ
ン
ダ
ル
・
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
等

費
用
一
人
千
二
百
円

圃
7
月
6
日
木
午
前
９
時
か
ら
、

電
話
で
江
戸
川

を
守
る
会
松

戸
支
部
事
務

局
（
河
川
清

流
課
内
）

登

63
6
.
1
1
5

2
へ

稚 魚の放 流（昨年 の教室 から）

夏

休

み

親

子

体

験

教

室
「
和

太

鼓
ワ

ー

ク
」

7
月
2
7
日
㈲
、
8
月
1
日
㈹
・
3

日
㈲
・
盆
踊
り
当
日

〔
全
四
回
〕
午

後
5
時
～
7
時
　
会
場
常
盤
平
体
育

館
　
内
容
初
心
者
を
対
象
に

基
礎
か

ら
練
習
し

、
本
番
の
盆
踊
り
会
場
で

成
果
の
発
表
　
対
象
小
学
生
と
そ
の

保
護
者

定
員
二
十
人
（
子
ど
も
だ

け
で
も
可
）
　
費
用
二
千
五
百
円

（
練
習
用
の
バ
チ
代
は
別
途
千
円
）

固
松
戸
子
ど
も
劇
場
・
青
木
a
3
8
6
・

親

子
市

政

見

学

会

①
7
月
2
7
日
木
②
8
月
2
4
日
木
各

午
前
９

時
1
0分
市
民
会
館
二
階
ロ
ビ

ー
集
合
、
午
後
４
時
解
散
予
定
　
コ

ー
ス
市
民
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室

～
消
防
局
～
和
名
ケ
谷
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
（
昼
食
と
見
学
）
～
ユ
ー
カ

リ
交
通
公

園
～
市
役
所
　
対
象
小
学

生
と
そ
の
保
護
者
　
定
員
各
先
着
二

十
二
人
　

持
ち
物
昼
食

（
食
堂
等
は

あ
り
ま
せ
ん
）
　
費
用
無
料

匣

電
話
で
広
報
課

登
3
6
6
・
7
3
2
0

へお

や

こ

ふ

れ

あ

い
ボ
ラ

ン
テ

ィ

ア

教

室

８
月
2
6
日
出
～
2
7
日
脚
〔
一
泊
二

日
〕
　
会
場
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の

家
（
沼
南
町
）
　
内
容
家
族
で
参
加

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
入
門
コ

ー
ス
と
し
て
行
う
、
い
ろ
い
ろ
な
分

野
の
体
験
活
動
　
対
象
小
・
中
学
生

と
そ
の
家
族
　
定
員
先
着
二
十
組

費
用
一
人
三
千
円
（
食
費
・
シ
ー
ツ

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代

・
保
険
料
等
）

圃
7
月
2
1
日
金
か
ら
、
電
話
で
千
葉

県
立
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家
公
０

４
？
１

・
9
1・
1
9
2
3

へ

野

菊

野

保
育

園

保
育

体

験

サ
マ

ー
ス

ク

ー
ル

7
月
2
6
日
水
～
3
1
日
月
の
各
午
前

９
時
か
ら
（
日
曜
日
を
除
く
）
　
会

場
野
菊
野
保
育
園
　
内
容
保
育
園
で

保
育
の
体
験
　
対
象
保
育
や
福
祉
に

興
味
の
あ
る
市
内
在
住
・
在
学
の
高

校
生
　
定
員
若
干
名
（
抽
選
）
　
費

用
無
料

匣
7
月
1
4
日
金
ま
で
に
、
電
話
で
野

菊
野
保
育
園
公
3
6
5
・
8
3
8
5
へ

爽
快
！
カ
ヌ
ー
ツ
ー
リ
ン
グ

8
月
2
3
日
㈲
～
2
5
日
金
〔
二
泊
三

日
〕
　
会
場
県
立
水
郷
小
見
川
少
年

自
然
の
家
　
対
象
小
学
五
年
～
中
学

三
年
生
　
定
員
先
着
五
十
人
　
費
用

六
千
円

※
持
ち
物
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い

。

圃
８
月
１
日
㈹
～
1
5
日
脚
の
間
に
、

電
話
で
県
立
水
郷
小
見
川
少
年
自
然

の
家

公
０
４
７
８

・
8
2・
1
3
4
3

へ対
象
別

セ
ミ

ナ

ー

「
夏

休

み
親

子
な

ん
で

も
体

験
教

室
」

８
月
1
9日
出
～
2
0日
脚

〔
一
泊
二

日
〕
　
会
場
県
女
性
セ
ン
タ
ー
　
内

和
洋
女
子
大
学
公
開
講
座
「
書

道
」
（
文
部
省
認
定
）

会

場
和

洋
女

子
大

学
書

道
教

室
　

定
員

吝
科

目

先

着
五
十

人

費
用
Ａ

・
Ｂ

・

ｃ

・
Ｄ
・
匚

・
Ｆ

・
Ｇ

・
日
＝

一

科
目

一
万
円

、

－

・
Ｊ

＝

一
科

目

五
千

円

圃

電
話
で
和

洋

女

子
大

学

登
3
7
1

・
1
1
1
1

内

線
3
2
0牟

前
1
0

時
～

午

後
５

時
）

へ

1期
7/29圉・30(日)・

31(月)・8/1㈲
Ａ 楷書法 Ｂ 隷書法 Ｃ かな書法

2期
8/3(㈹・4㈲・5圉

・6(剛
Ｄ 行書法 Ｅ 草書法 匚 篆書法

3期
8/8W･9 訃10 ㈲

・11銜
Ｇ 創作漢字 Ｈ 創作かな

｜ 書道科教育法

Ｊ 書道原論

夏

休

み

親

子

映

画

会

ワ

月
2
2日
倒

午
後
２

時
～
４

時
（
開

場
１

㈲
3
0
分
）
　

会
場
東

部
市

民
セ

ン

タ
ー
　

内
容

「
こ

ぎ
つ

ね
の

消
防

隊
」
「
ア

リ
と

キ

リ
ギ
リ

ス
」
「
ロ

ビ

ン
ソ
ン

漂
ヱ（

記
）
　

定
員
先

着

百
二

十
人
　

費

用
無

料

圉

電
話
で
公

民
館
ａ

叩
1
2
1
4

へ

待ちに待った夏休みへのカウントダウン
が始まりました。皆さんはどんな計画を
立てていますか？
えっ？まだ？
そんな人のために楽しく学べるイベント
をたくさん紹介します。親子で、また
友だちとおもいきり楽しみましょう!!

内
容
料
理
・
天
体
観
測
か
ら
自
然
観
察

ま

で
、
性

別
に
と

ら

わ
れ

ず
に

何
で

も
や

っ
て
み

よ

う
　

定

員
十
五

組
三

十

人

（
抽
選
）
　

対

象
県

内
在

住

・

在

勤
の
小

学

校
四
年
～

六

年
生

の
子

ど

も
と
そ

の
保
護

者
　

費
用
実
費
（
宿

泊

費

・
食
費
）

匣
7
月
3
0
日
日
〔
消
印
有
効
〕
ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
「
夏
休
み
親

子

な
ん

で
も

体
験

教
室
」
　・
住

所

・

氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
0

-
1
0
8
8
2
柏
市
柏
の
葉
四
の
三

の

Ｉ
さ

わ
や

か
ち

ば
県

民
プ

ラ
ザ
内

千

葉
県

女
性

セ
ン

タ

ー

（

昔
０
４

７

１

・
4
0
・
8
6
0
2

）
へ

夏

休

み

子

供

歴

史

教

室

「

し

ん

こ

細

工

を

つ

く

ろ

う

」

7
月
2
3
日
日
・
2
4
日
月
各
午
前
1
0

時
～

午

後
４

時
　

会

場
新

松
戸

郷
土

資

料
館

（
新
松

戸
市

民
セ
ン

タ
ー
内

）

内

容
し

ん
こ

（
米

で
作

っ
た
粉

）
で

い

ろ
い

ろ
な

も
の

を
作

る
　

対

象
市

内

在
住

の
小

学
四

年
～
六

年
生
　

定

員
各
先

着
二
十

五
人
　

費
用

無
料

圃
7
月
1
2
日
伽
ま
で
に
、
電
話
で
聯

新
松
戸
郷
土
資
料
館
　
3
4
4
・
１
９
０

９

（
月

・
火

曜
日

休
館

）
へ

干葉県立現代産業科学館
音

環

境

学

習
会

「
よ

い
音

を

さ

が

そ

う
！

」

ワ
月
2
4日
㈲

雨

天
の
場
合
は
翌

日
】
午
前
９
時
3
0分
市
役
所
新
館
七

階
会
議
室
集
合

、
午
後
３
時
解
散
予

定
　
内
容
柴
又
帝
釈
天
界
わ
い
か
ら

矢
切
の
渡
し
で
江

戸
川
を
渡
り
、
音

風
景
を
探
訪
　
対
象
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
　
定
員
先
着
二
十
人
　

持
ち

物
弁
当
・
水
筒
・
筆
記
用
具
　
費
用

大
人
百
円

・
小
学
生
五
十
円
（
失
切

の
渡
し
代
）

圃
ワ
月
５
日
㈲
午
前
９
時
か
ら
、
電

話
で
環
境
保
全
課

登
3
6
6
・
7
3
3
7

へ

入館料無料　※1東京ガス袖ケ浦工場・新日鑷君津製鉄所　※2映像フェスティバル入場料一般610円、高一

大学生4CO 円、小・中学生200 円

Ⅲ 予約が必要なものは直接または電話・ファクスで、県立現代産業科学館（市川市鬼高1 の1の3)  0379-

?００５岡3?9 －2221 へ

おはなし技術講座
｢作ってみよう人形劇／人形劇用指遣い人形の製作｜

集
ま
れ
!
!
子
供
た
ち

デ
イ
キ
ャ
ン
プ

常
磐
平
児
童
福
祉
館

固
昔
3
8
7

・
3
3
2
0（
月
曜
休
館
）

7
月
2
2
日
出
午
前
1
0
時
～
午
後

１
時
　
会
場
常
盤
平
児
童
福
祉
館

内
容
飯
ご
う
炊
さ
ん
・
ゲ
ー
ム
ほ

か
　
対
象
小
学
三
年
生
以
上
　

定

員
先
着
千
人
　
持
ち
物
材
料

（
米
一
合
と
レ
ト
ル
ト
の
カ
レ
ー
や
シ

チ
ュ
ー
な
ど
）
　
費
用
無
料

圃
電
話
で
常
盤
平
児
童
福
祉
館
へ

ネ

ッ

ト

「

ト

ラ

イ

ア

ン

グ

ル

常

盤
」
”
夏
ま
つ
り
”

7
月
2
1
日
廊
午
後
２
時
3
0
分
～
4

時
3
0
分
　

会
場

さ
る
び

あ
公

園

（
児

童

福
祉
館

隣
）

・
常

盤
平
児

童
福

祉

館

（
雨
天

の
時

は
常

盤
平
児

童

福
祉

館

の
み
）
　

内

容
ヨ

ー
ヨ
ー
つ
リ

・

綿

あ
め
・

盆
踊

り
な
ど
　

費

用

無
料

夏
期
の
開
館

時
間
の
変
更

常
盤
平
児

童
福
祉
館
は
小

・
中
学
生
の
夏
休

み
の
間
、
開
館
時
間
を
変
更
し
ま
す
。

期
間
7
月
2
1
日
廊
～
8
月
3
1
日
困
　
開
館
時

間
午
前
9
時
3
0
分
～
正
午
、
午
後
１
時
～
６
時

市立博物館夏休み総特集

圜

常
盤
平
児
童
福
祉
館
、

常
盤
平
保
育
所
　
3
8
7
・
６
７

６
２

、
風
の
子
学
童

容

叩
7
7
2
4

児

童

館

恒

例

「

お

ば

け

大

会

」

８

月
５
日

出

午
前
1
0
時
～
１１

時

3
0分
と

午
後
１

時
3
0
分
～
３

時

会

場
常

盤
平
児

童
福

祉
館
　

対

象

二
～
三
歳
以
上
　
費
用
無
料

※
お
ば

け
大
会

の

ス
タ
ッ

フ
も

募

集
し
て

い
ま

す

。

期　 日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 内　 容

胱ﾚ 匸　　　　　　　　　 自然観察会Ｉ「親子でみるトンボの観察会」Ｆ　　　　　　　　　　　　

会場21 世紀の森と広場　内容屋夕卜でざまざまなトンボ類の生態を観察します　講師市立
竺= も?　　　　　

博物館芋竺尚　対象小学生（保護者目伴可） 定員20 人（拍選）　費用無料
k 削10畤～正午　　　　　

隰ﾜ 月21日銜 〔必着〕までに、往復ハガ半に住所･ 氏名・学年・電話番号を記人して、市立

ェ　　　　　 愽物館「親子でみるトンポの観察会」係(S384-8181) ヘ

酊 ………　　　　　 自然観察会IIr 江戸川の魚」

声6 （日）　　　　　　　　　 会場江戸川河川敷　内容投網を使って実際に採集し 、そこにすむ魚にっぃて解説します

昨前10時～正午　　　　 講師市立愽物館学芸員　対象小学5年生～一殷（小学生は父毋同伴可） 定員20人（抽選）

|と雨天の場合は　　　　　 費用無料E

/20（日）に順延〕　　 圃ﾜ 月28 日銜 〔必看〕までに、往復ハガ判こ住所・氏名・電 舌番号（小学生は学年も）を 己

艮 仁　　　　　　　　　 人してヽ市立博物館「江戸川の魚」ｲ系(S384-82ﾜ2 ）ヘ

黔 广　　　　　　 夏休み一日学芸員

Ｆ　　　　　　　　　　　　 内容学芸昌の仕事を実際に体験しながら、博物館の活動や役割について学ぴます　対象小睨o 白　　　　　
学4年～6 年生 定員10人（柚選）　費用無料

肛後1時‾4時　　　　　
圃ﾜ 月21 日廁 〔必肴〕までに、往復ハガ半に住所・氏名･ 学年・電話番号を記入して、市立

Rtl
匸　　　　　　 博物館「夏休み一日学芸則 係（登38 ∠1-8272) ヘ

鄒6/ ㈲ ・15 ㈹　　 夏休み体験教室「縄文時代の土鈴をつくろう」

It) 8/ m  ･ 16W　　　 会場縄文の森竪穴住居 内容粘土で形を作つて焼＜縄文時代の土鈴づくリにJ県 講師市
Rう8/10
床 －17湘　　　 立博物館学芸員 対象小学校高学年 定員各回6人（柚選） 費用無料

洛回午前の部10 ㈲～正午　圃ﾜ 月28 囗廁 〔必着〕までに、往徂ハガ牛に隹所・氏名・学年・電話番号・希望日時（①～

缸 午後の部 塒 ～3 時 ③の午前 午後いずれか）を記人して、市立↑専物館「縞文時代の土鈴をつくろう」係（
。

詼 牢 回〕　　　384-8272) ヘ

F ｽ…゙…　　　　　　　　 夏休み竪穴教室「縄文時代のくらし」

ｙ　　　　　　　　　　 会場縄交の森竪穴隹居 内容竪穴住居のなかで当時の生ﾗ舌体験も交えながら、縄文贍代の
Ｅ

内　　容　　　　　　　　　　日　　時　　　　　　　　会　場　　　　　 対象/ 定員　　　 費用

数学と遊ぼう　～かたちと数7/30(1囗)まで　　　　　　　　　　
八　　一心　　　　　　　　　　　　

｜　'？

のワンダーランド( 企画展) 午前9時～午後4時30分　　　　is
画展y ゛　　　　　 一　　　

羅

科学館たんけん隊　　　　　　
禦

時30分～11時 拓分　　　
常設展示室　　　　ﾉ｣

二 告石 汗　　1'
無料，

日

石‘??Uつりあいを調べよう　7/21 銜午前10時30 分～正午　　　　　　　 小学1年~3年生/20 人

ｼﾚ
蒲
ﾊﾞｲｵﾘｱｸﾀｰ を作ろう　22(=ﾋ)午前10時30 分～正午　　 体験学習室 ． 小学4年~{3年生/20 人　　 。゙

4パ コィル
の不思議を探ろう　23( 日)午前10時30 分～正午　　　　　　　　　　　 中学生/20 人　　?11吏

万1

県内企業施設見学会 午
総30

分～午後4時10 分

＼

※1　
小学4ﾌﾟ 学生/1 こ

とi

§　

ｺﾝ ﾋﾟｭｰﾀ で絵[ｮ記を書こう8/236$ 午前10時30 分～正午　　　　　　　 小学1年~3年生/20 人K

I

お天彭 坏思議を調べよう　24 困午前10時30 分～正午　 体験学習室　 い 学偉~6 年生/20 人１　　 １

芦 総ロマン紀行｀ こ写真で見J8/ 5 仕卜31 困　　　　　　 。　 ＿。　　　　　　　　　　 β　
丶j　`

lt 産医 乱矩兜懸じ
瘋癲尠汗

午前9時‾午後4時30 分　　　 止
画展不至　　　　　- － 一一　　　

日

膕

イベント　
万懇
＿　　　 研修室　 要予約

難

夏休み大型映像フェスティバル8/ 8( 火)～ 20(日)1日5回上映　　 映像ホール　　 吝回296 人(当日先着) 鷲※‾
泌

饂回

押 印 鯰 亘 言 語 言 ﾀﾞ8/8 ㈲～20( 日)　　　　　 ガイダンスホール　　　　一 一一一　　　話 詛
圃

べ回　 万総, 言: 昌 尹 ガイダンスホール　 言 冷 温
圖

膃

.－｡　8/27(1 日)　　　　　　　　　 千葉工業大学芝園　 小学4年生以上／　 云 蘰

鵈 顯
紙飛付機xn　　　

午前9時30 分～正午　　　　 キャンパス ，　　　50 人( 当日先着)　
な|

キャンプファイヤーの点火式

(昨年のキャンプより)

夏
休
み
特
別
投
影

①
7
月
2
1
日
金

～
3
0
日
日
②
8

月
2
日
水
～
3
1

日
木
　
投
影
時
間

一
回
約
五
十
分

内
容
①
「
月
世
界

探
訪
～
月
食
と
月

面
観
望
の
楽
し
み

～
」
②
「
宇
宙
人

を
科
学
す
る
～
宇

宙
に
生
命
を
探
る

～
」
定
員
先
約
八
十
人
　
費
用
子

ど
も
三
十
円
・
大
人
五
十
一

円※
投
影
開
始
三
十
分
前
か
ら

券
を
販
売
し
ま
す
。

※
団
体
（
二
十
人
以
上
）
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

夏
休
み
天
文
教
室
「
シ
ド
ニ

ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
　
南

十
字
星
の
見
え
る
星
空
」

今
年
秋
の
シ
ド
ニ
ー
五
輪
開

催
に
ち
な
ん
で
、
南
十
字
星

な
ど
日
本
か
ら
み
え
な
い
星

座
の
お
話
を
し
ま
す
。

8
月
4
日
金
午
後
2
時
～
4

時対
象
市
内
在
住
の
小
学
四
年

生
以
上
　
定
員
先
着
八
十
人

費
用
無
料

電
話
で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室

へ星
空
観
望
会

7
月
8
日
土
①
午
後
6
時
～
6

時
5
0
分
＝
今
夜
の
星
空
解
説

②
午
後
7
時
～
8
時
3
0
分
＝

屋
上
で
月
・
二
重
星
を
天
体
望

遠
鏡
で
観
望

会
場
①
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
②

屋
上
〔
天
候
不
良
時
は
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
室
内
で
解
説
等
〕

定
員
先
着
八
十
人
　

費
用
無
料

※
午
後
5
時
3
0
分
～
6
時
の

間
は
、
ド
ー
ム
内
で
音
楽
鑑
賞

が
で
き
ま
す
。

電
話
で
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム

室
へ

皆既月食の様

子

昨
年
の
森
の
ホ
ー
ル
2
1探
検

隊
の
様
子

期間…8 月３日困 ・４日吻・８日脚各午

前9 時30 分～11 時30 分

会場…松戸市おはなし キャラバン 事

業所

対象…小学4 年 生以 上で3 日 間とも

参加できる人

定員…先着30 人

費用…1,300 円( 人 形一体分材料費・

テキスト代530 円を 含む）

Ⅲ7月21日窗〔必着〕までに、往復八

ガ 半に畚力［］者全員の住所 ・氏名 一年

齢・職業（おはなし会のグループ に所

属している人は団体名）・電話番号を

記入して、〒270-0035 松戸 市新松戸

南2 の2 働 松戸市おはなしキャラバン

「指遣い人形」係（登344-303ﾜ ）へ

一日おはなしキャラバン

7/26團 新松戸市民センター　　　 内容

午前11時～　人形劇「アラジンとまほうのランプ」

27（癇 常盤平市民センター 午 士 午前11 時30 分～　絵本の貸し出し・あそび人形

二 ソヽセイ松戸アカデ 言 回 正午～　昼休み

28㈲ ミーホール（高塚団 時 時 午後1時～　絵巻物「おやゅぴひめ」

地自治会と共催）　
ｓ　ｓ　
午後1 時30 分～　絵本の貸し出し・簡単人形作

8/ 1 ㈹ 小金原市民センター［A
半
リ（当日先着ﾜO人）

午後2時～　人形劇「おおきなかぶ」

2㈲ 六実市民センター　　　　 午後2時30分～　絵本の谺し出し

費用無料　　※定期公演は7ページを参照

圖鰰松戸市おはなしキャラバン登344-3037



情報

チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、市等の主催です

「

」
再

就

職

の

た

め

の

高

齢

者

パ

ソ

コ

ン

初

級

講

習

会

7
月
3
1
日
㈲
～
８
月
1
1
日
窗
〔
土

・
日

曜
日

を
除

く

、
全
十

回

〕
、
午

前

９

時
～

午
後
４

時
　

会
場

富
士
コ

ン

ピ

ュ
ー

タ
ー

専
門
学

校

（
Ｊ

Ｒ
北
小

金

駅
南

口
）
　

対
象

市
内

在
住
で

六

十
～

六
十

五
歳

の

人
　

定

員
二
十

人
　
　
　
　
　

（
抽
選
｝
費
用
無
料

（
テ

キ
ス
ト

代

千

円
程

度
）

圃
7
月
1
2
日
伽
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
〒

2
7
0
-
2
2
5
1
松
戸
市
金
ケ
作
二
七

七

の
四
　

齟
松

戸
市

シ
ル

バ

ー
人

材

セ
ン

タ

ー

（

登
3
8
4
・
３
１

９
工

へ

［
］
ダ
ル

マ
植

え

込

み

盆
養

菊

実

技

講

習
会

7
月
1
6
日
回
午
後
１
時
～
５
時

会
場
市
民
会
館
　
費
用

無
料

圖
千
松
菊
花
会
・
結
城
容
Ｅ
・
5
9

8
5

「
」
救

命

講

習

会

7
月
2
5
日
㈲
午
前
1
0
時
～
正
午

会
場

消
防

局
五
階

講
堂
　

内

容

幼
児

・
小
児
に
対
す
る
心
肺
そ
生
法
　
定

員
先

着
二
十

人
　

費
用

無
料

※
一
時
保
育
あ
リ
（
二
歳
以
上
就
学

前

、
お
や

つ
代

二

百
円

、
要
予

約
）

圃
7
月
1
0
日
㈲
～
1
2
日
水
の
午
前
８

時
3
0
分
～
午
後
５
時
の
間
に
、
電
話

で
消

防
局

救
急
防

災
課

指
導

係

公
3
6
3

・
1
1
1
6

へ

「
」
社

交

ダ

ン

ス

初
心

者

講
習

会

7
月
1
6
日
～
９
月
1
7
日
の
毎
週
日

曜
日
〔
全
十
回
〕
午
後
6
時
～
7
時

3
0分
　
会
場
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー

内
容
ブ
ル
ー
ス
・
ワ
ル
ツ
・
ル
ン
バ

な
ど
　
費
用
一
回
五
百
円

圃
電
話
で
白
蝶
会
・
高
木
Ｓ
亨
4

2
7
5
へ

【
】
ペ
ッ

ト
（
犬
・
猫

）
と

の

初

め

て

の

生

活

の

た

め

の

勉
強

会

7
月
1
6
日
日
①
午
前
1
0
時
～
正
午

＝
犬
の
部
②
午
後
１
畤
～
３
時
＝
猫

の
部
　
会
場
市
民
会
館
　
対
象
こ
れ

か
ら
犬
や
猫
を
飼
う
人
　

定
員
各
部

先
着
八
人

費
用
資
料
代
①
五
百
円

②
千
円

圃

電
話
で
松
戸
ペ
ッ
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
須
藤
昔
圓

・
6
4
7
1

（
午
後

ワ
㈲
～
９
時
）
へ

【
】
ま

ち

づ

く

り

寺

子

屋

講

座

①

紙

す

き

教

室

（

押

し

花

）

7
月
1
5
日
土
午
前
1
0
時
～
正
午

内

容
自

分
で

紙
を

す
い

て
オ
リ

ジ
ナ

ル
の
ハ
ガ
キ
を
作
る
　
定
員
先
着
十

六

人
　

費
用
八

百

四
十

円
（
材
料

費
）

②
親

子

絵

手

紙

教

室

7
月
2
1
日
金
午
前
1
0
時
～
正
午

定

員
先

着
二
十

二

人
　

費
用
八

百

円

（
材

料
費

）

会
場
①
②
と
も
松
戸
ま
ち
づ
く
リ

交

流
室

テ
ン
ト

小

屋

（
東
葛

飾
合

同

庁

舎
前

）

圃

①

②
と
も

電
話
ま
た

は
フ

ァ
ク
ス

で

、
松
戸

ま
ち

づ

く
リ

交
流

室
テ
ン

ト
小
屋
公
　
3
6
7
・
8
8
8
9
　
3
6
7
・
8

8
2
7

へ

［
］
女

性

の

た

め

の

護

身

法

7
月
1
3
日
㈲
＝
①
安
全
の
た
め
の

注
意
点
②
護
身
術
実
習
、
2
7
日
木
＝

③
護
身
術
実
習
、
各
午
後
7
時
～
８

時
3
0
分

〔
全

二
回

〕
　

会
場
女

性
セ

ン

タ

ー
ゆ
う

ま
つ
ど
　

講
師

①
松

戸

警
察
署
員
②
③
武
道
有
段
者
・
草
間

浩

美
氏
　

対

象
市
内

在

住

・
在

勤
の

女

性
　

定

員

先

着

十

六
人
　

費

用

無

料

圉

電
話

で
公

民

令

館

登
涯

・
1
2

1
4

へ

［
］
母

子

・

寡

婦

編

み

物

講

習

会

7
月
9
日
付
・
2
3
日
日
、
8
月
1
2

日
出
・
2
7
日
日
、
9
月
1
0
日
日
・
2
4

日
日
、
1
0
月
8
日
日
〔
全
七
回
〕
、
午

前
1
0
時
～
午
後
3
時
　
会
場
女
性
セ

ン

タ

ー
ゆ

う
ま
つ

ど
　

定
員
先

着

三

十

人
　

費
用

無
料

圃

電
話
で

松
戸
市
母

子
寡

婦
福
祉
会

・
村
山

昔
3
6
2
・
８

？
８

３

へ

［

］
さ

わ

や

か

県

民

プ

ラ

ザ

①

オ

ー

プ

ン

セ

ミ

ナ

ー

「

こ

こ

ろ

の

健

康

と

家

族

」

８
月
2
5
日
金
午
後
１
時
3
0
分
～
3

時
　

会
場

さ
わ
や

か
ち

ば

県
民
プ

ラ

ザ
　

定
員
先

着
四

百
七

十

三
人
　

費

用
無

料

②
演

劇

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ

８
月
2
9
日
火
～
1
3
年
2
月
2
5
日
日

の
主
に
火
曜
日
午
後
6
時
～
8
時
3
0

分
　

会
場

さ

わ
や

か
ち

ば

県
民

ブ
ラ

ザ
　

内
容

月

三
回
程

度
の

練
習

を
行

い
成

果
を

プ
ラ

ザ
の

ホ
ー
ル

で
発

表

定
員

先
着

三
十
人
　

費
用

二
百

円

圃
①
8
月
1
1
日
㈲
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
「
こ
こ
ろ
の
健
康
と

家
族

希
望

」

・
住
所

・
氏

名

・
年
齢

・
電

話
番

号

・
返
信

用
あ

て
名

を
記

入
し
て
⑦
8
月
1
9
日
出
〔
必
着
〕
ま

で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
「
演
劇
ワ
ー

ク

シ
ョ
ッ

プ

希
望
」

・
住

所

・
氏
名

・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
7
-

0
8
8
2
柏
市
柏
の
葉
四
の
三
の
一

さ

わ
や
か

ち

ば
県

民
ブ
ラ

ザ
研

修
課

（

登
０

４

ツ

ー

・
4
0
・
8
6
1
6

）へ

［
］
中

央

学

院

大

学

社

会

シ

ス

テ

ム

研

究

所

設

立

記

念

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

7
月
1
5
日
出
午
後
１
時
3
0
分
～
３

時
＝

基
調
講

演

「
海
洋
と

人

類
の
未

来
」
　
講
師
エ
リ
ザ
ペ
ス
・
マ
ン
・

ボ
ル
ゲ

ー
ゼ

氏

、
午
後
３

時
～
４

時

3
0分

＝
シ
ン

ポ
ジ

ウ

ム
「
海

洋
国
日

本
の
未

来
」
　

会
場
中

央
学

院
大
学

定
員
先

着
二

百

五
十
人
　

費

用
無

料

殞
我

孫
子

駅
か

ら
送
迎

バ

ス
あ
リ

匣
電
話
で
中
央
学
院
大
学
社
会
シ
ス

テ
ム

研
究
所

事

務
課

昔
０
４

ワ

ー

・

8
3・
6
5
2
2

へ

【
】
女

性

就

業

技

術

講

習

会

コース 期　圜 会　場 対　象 定 員 費　用 申し込み方法

パソコン抖

(パソコン検定

3級程度)

(頌 月～10月の月･水･金

②9月～11月の火・木

〔いずれも全21日間〕

8月～10 月の月･水･金

〔全28 日間〕

千葉県女性

就業援助セ

ンター（千

葉市中央区）

技術や資格を

身に付けて就

職を希望する

女性

(全日程出席

できる人、学

生・子ども同

伴の受講は不

可)

各20 人

(抽選)

無料（教材費

等実費負担）

ワ月12 日㈲ り ３日㈲の午前9 時

～午後3 時30 分の間に、本人が

印鑑と官製ハガギを持参して直

接、千葉県女性就業援助センタ

ーへ

経理事務科
（日商簿記２級

程度）

30人

(抽選)

無料（教材費

等実費負担）

経理事務科

（日商簿 記３級

程度とパソコン

会計）

9月1日～10 月23日の月･

水･金〔全21 日間〕、午前9

時30 分～午後3時30分

女性センタ

ーゆうまつ

ど

30人

(抽選)

無料(テ半スト

代等に10,000

円程度の実費)

ﾜ月24 日㈲)・25 日㈲の午前9 時

30 分～ 午後3 時30 分の間に、本

人が印鑑と官製ハガ半を持参し

て直接、女性センターゆうまつ

ど(S364-8ﾂﾜ8) へ

固
千
葉
県
女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー

惡

∵
2
4
7・
8
5
4
1

【

】
船

橋

高

等

技

術

専

門

校

技

能

講

習

7
月
2
7
日
内
・
2
8
日
脂
、
午
前
9

時
～
午
後
4
時
〔
全
二
回
〕
　
会
場

船
橋

高
等
技

術
専

門
校
　

コ

ー
ス

①

エ
ク
セ
ル
に
よ
る
表
計
算
②
や
さ
し

い
制

御

（
シ
ー
ケ

ン
サ

ー
に
よ

る
入

門
教

育
）

⑤

立
体

製
図

入
門

④
三

種

冷
凍

受
験

準
備

（
保

安
管
理

技
術

及

び
法
令
）
　
定
員
①
～
③
二
十
人
（
抽

選
）

④
三
十

人

（
抽
選

）
　

費
用

無

料圃
7
月
1
7
日
㈲
［
必
着
］
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
希
望
コ
ー
ス
名
・
住

所

・
氏
名

・
生

年
月
日

・
電
話
番

号

を
記
入
し
て
、
〒
2
7
3
-
0
0
1
4
船

橋
市

高
瀬

町
三

一
の
七
　

県
立
船

橋

高

等
技
術

専
門

校

（

公
叩

・
仟
2

7
9
0

）
へ

［

］
松

戸

国

際

高

校

開

放

講

座

①

中
国
旅

行

会

話
入

門

9
月
2
日
～
1
2
月
2
日
毎
週
土
曜

日

午
後
１

時
～
３

時

【
全
十

回
】

会
場

松
戸

国
際

高
校
　

対

象
十
八

歳

以

上

の
県

内
在

住
の
人
　

定
員

三
十

人

（
抽
選

）
　

費
用

無
料

②

親
子

の
た

め

の
サ

ッ

カ

ー
入

門

９

月
2
6
日
～
1
2
月
2
2
日

の
火
曜

日

ま
た
は
金
曜
日
各
午
後
7
時
～
9
時

〔
い
ず

れ

も
全
十

回
〕
　
会
場

松
戸

国

際

高
校
　

対
象

火
曜

日
＝
小

学

五

・

六

年
生
と

保
護

者

、
金
曜
日

＝
小

学

三
・
四
年
生
と
保
護
者
　
定
員
各
二

十

五
組

五
十
人
（
抽
選

）
　
費

用
無

料

匣
①
②
と
も
7
月
1
2
日
㈲
ま
で
に
、

所

定
の

申
込
用

紙
と

あ
て

名

を
記
人

し
た
ハ
ガ
キ
を
直
接
、
県
立
松
戸
国

原
高
校
開
放
講
座
事
務
局
（
昔
胚
・
0

5
6
3

）
へ

【
】
古

文

書

講

座

8
月
1
9
日
～
1
3
年
3
月
1
7
日
の
月

一
回
土

曜
日
〔
全

八
回

〕
、
午

後
１

時

3
0分

～
３

時
　

会
場

関

宿
城

博
物
館

対
象
全
回
出
席
で
き
る
人
　
定
員
先
着

千

人
　

費

用

無
料

圃

ワ

月

旬
日

㈲

か
ら

、
電
話
ま
た

は

直
接
、
県
立
関
宿
城
博
物
館
登
0
4
7
1
・

9
6
・
1
4
0
0
へ

【

】
我

孫

子

高

等

技

術

専

門

校

無

料

講

習

８
月
7
日
㈲
・
８
日
㈲
、
午
前
９

時
～
午
後
4
時
〔
全
二
回
〕
　
会
場

我

孫
子
高

等
技

術
専

門
校
　

内

容
①

Ｃ

Ａ
Ｄ

初

級
講

習

②
ワ

ー
プ
ロ

講
習

対
象

①
図

面
の

読
め

る
人
　

定

員
①

十
人

（
抽

選
）

②
十

五
人

（
抽

選
）

圃
7
月
2
8
日
㈲
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
ハ

ガ

牛
に

住
所

・
氏

名

・
年
齢

・
電
話
番

号

・
職

業

・
講

習
名

’
返

信
用
あ
て
名
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
0
-

1
1
6
3

我

孫
子
市

久
寺

家
六
八

四

の

Ｉ
　
県

立
我

孫
子

高

等
技
術

専
門

校
（
公
０
４
７

１

・
8
4
・
6
4
1
1

）

へ
［

］
こ

こ

ろ

の

家

族

相

談

室

7
月
1
5
日
比
午
前
1
0
時
～
午
後
４

時
　
会
場
ふ
れ
あ
い
2
2
（
健
康
福
祉

会

館
）
　

内

容
松

戸
市

精
神
障

害
者

家
族

会
土
曜
会

会
員
に
よ
る
相
談
（
秘

密

厳
守

）
　

対
象

「
こ
こ

ろ
の

病
」

の

人
を

抱
え

る
家

族
　

費
用

無
料

※
同
日

・
同

時
間

に
電

話
で

の
相
談

も
受

け
付

け
て

い
ま

す

（
こ

こ
ろ

の

家
族
相

談
室

直
通

登
圓

・
５
５

５
１

）
。

※
毎

月
第
三

土
曜
日

に

相
談

を
受

け

付

け
ま
す

。

固

松

戸
市

精
神
障
害

者
家
族

会
土
曜

会

・
武
井

登
遐

・
8
2
1
5

「
」
日
本

脳
炎

予

防

接

種

日
本
脳
炎
は
、
コ
ガ
タ
ア
カ
イ
エ

カ
に
よ
っ
て
人
に
感
染
す
る
病
気
で

す
。
七
～
十
日
の
潜
伏
期
間
の
後
、

高
熱
・
頭
痛
・
嘔
吐
・
意
識
障
害
・

け
い
れ
ん
等
の
症
状
が
で
ま
す
。

三
歳
に

な
る
と
日
本
脳
炎
予
防
接

種
を
受
け
る
時
期
に
な
り
ま
す
。

第
一
期
（
三
回
）
の
基
礎
免
疫
を

受
け
て
い
な
い
人
は
、
七
歳
六
ヵ
月

未
満
ま
で
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

小
学
四
年
生
、
中
学
三
年
生
は
、

乳
幼
児
期
の
追
加
接
種
と
し
て
受
け

ま
す
。
市
と
契
約
し
て
い
る
医
療
機

［
］
千

葉

高

等

技

術

専

門

校

短

期

訓

練

（

洋

裁

教

室

）

８

月
１

日

㈲

・
２
日

㈲

、
午
前
９

時
～
午
後
4
時
〔
全
二
回
〕
　
会
場

千
葉
高
等
技
術
専
門
校
　
内
容
ブ
ラ

ウ

ス
の

縫
製
　

対
象

十
八

歳
以
上

の

人
（
高
校

生
不
可

）
　

定
員
十

人
（
抽

選
）
　
費
用
二
千
円
（
教
材
費
）

圃
7
月
1
7
日
㈲
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
ハ

ガ
牛

に
住
所

・
氏

名

・
生
年

月
日

・
電
話

番
号

・
職
業

・
コ

ー

ス

名

・
返

信
用

あ
て

名
を

記
入
し

て

、

〒
2
6
0
-
0
0
0
1
千
葉
市
中
央
区
都

町

二
の

一
の

一
二
　

県
立
千

葉

高
等

技
術

専
門
校

（
a
0
4
3
子

ッ

６
３

３

）
へ

関
で
、
夏
休
み
等
を
利
用
し
て
、
計

画
的
に
体
調
が
良
い
時
に

受
け
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
予
診
票
が
な
い
と
無
料
で

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
転
入
や
紛
失

等
で
予
診
票
の
な
い
人
（
表
１
）
は

直
接
、
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
・

各
支
所
の
市
民
健
康
相
談
室
窓
口
、

ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
左
記
の
記
入
要
領

を
参
考
に
記
入
し
て
、
干
2
7
1
-
０
０

７
２

松
戸
市
竹
ケ
花
七
四
の
三
松
戸

市
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ト
内
　

保

健
福
祉
課
予
防
衛
生
係
へ

圜
保
健
福
祉
課
予
防
衛
生
係

登
暴

次の対象年齢で予診票のない人

は、申し込みをしてください。

3歳以上ﾜ歳6ヵ月未満で､第1

期(3 回接種)を受けていない人

小学4年生以上13歳未満で、

第2齟を受けていない人

中学3年生以上16歳未満で、

第3期を受けていない人

日本脳炎予防接種申し込み

初めてまたは○回受けた

今まで受けた日付け

年　月　日

年　月　日

郵便番号・住所

保護者氏名
子どもの氏名

子どもの生年月日(学年)

電話番号

口
松
戸
矢

切
高

校
開

放
講
座
「
在

宅
介

護

入

門

」

８
月
2
3日
収
～
2
6日
出
、
午
前
1
0

時
～
午
後
八
時
〔
全
四
回
〕
　
会
場

松
戸
矢
切
高
校
　
内
容
在
宅
介
護
の

基
礎
的
な
理
論
と
技
術
　
対
象
全
回

参
加
で
き
る
人
　
定
員
三
十
人
（
抽

選
）
　
費
用
五
百
円
程
度
（
調
理
実

費
等
）

圃
7
月
1
5
日
比
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
性
別
・
電
話
番
号
・
志
願
動
機

・

返
信
用
あ
て
名
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1

-
0
0
9
5
松
戸
市
中
矢
切
五
四

県
立
松
戸
矢
切
高
等
学
校
開
放
講
座

係
（

登
莇
・
４
７
４
士

へ

【
】
喘

息

教

室

「

ぜ

ん

そ

く

と

食

事

」

7
月
2
6
日
㈲
午
後
２
時
～
３
時
3
0

分
　

会

場

国
立
精

神
神

経
セ
ン

タ

ー

国
府
台

病
院
（
市
川
市

国

府
台
）
　
費

用

無
料

圖

国
立
精

神
神
経
セ
ン

タ

ー
国
府
台

病
院

昔
瓦

・
3
5
0
1

Ｕ
子
宮
か
ん
集
団
検
診

受
付

時

間
午
前
９

時
3
0
分
～
1
0
時

対
象
市
内
在
住
の
三
十
歳
以
上
の
女

性

（
今

年
度

、
市

内
委

託
医

療
機

関

で
受
診
し
た
人
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）

費
用
四

百
円

（
生

活
保

護
世

帯

・
市

民
税
非

課

税
世
帯

・
老

人
医

療
対

象

の
人

は
無

料
）

※

ス
ラ
ッ

ク
ス
は
避
け
て

く
だ

さ
い
。

※
生

理
中

で
も

受
け
ら

れ
ま

す

。
三

日

前
か

ら
膣

（
ち
つ

）
の

洗
浄

は

避

け
て

く
だ

さ
い

。

期日 会　場

7/10 ㈲ 小金保健福祉センター

12㈲ 常盤平保健福祉センター

14働 小金原市民センター

17㈲）中央保健福祉センター

18 ㈹ 中央保健福祉センター

19 冰）東部スポーツパーク

21廁 六実市民センター別館

24茴 常盤平市民センター

28衡 新松戸市民センター

匣
当
日
会
場
で

固
保
健
福
祉
課
検
診
係

豊
叩

７
４

健
康

講
座
・
講
演

ハガキ記入要領（うら） 表1



［

］
松

戸

市

俳

句

大

会

7
月
2
0
日
俯
午
後
1
時
開
会
　
会

場
市
民
劇
場
　
内
容
募
集
済
み
の
句

の
発

表
と

表
彰

式
　

記
念
講

演
兼

選

者
今

井
杏

太
郎

氏
　

特
別

選
者
能

村

研

三
氏

・
な
が

さ
く

清
江
氏

・
藤

本

秀
峰
氏
　
費
用
入
場
無
料

※
当

日
句

募
集

…
当

季
雑

詠

一
句

午

後
１

時

締
め

切
り

（
選

句
結
果

は

当

日
発

表
し

、
表

彰
を
行

い
ま

す
）

圖

松
戸

市
俳

句
大

会
事

務
局
・
大

井

昔
圓

・
3
1
8
5

［
］
ま

つ

ど

色

彩

物

語

カ

ラ

ー

ウ

オ

ッ

チ

ン

グ

①
7
月
1
1
日
㈹
午
前
1
0
時
Ｊ
Ｒ
松

戸
駅
集
合
、
午
後
2
時
解
散
予
定
②

7
月
1
5
日
出
午
後
１
時
Ｊ
Ｒ
松
戸
駅

集
合
、
午
後
5
時
解
散
予
定
〔
い
ず
れ

も

雨
天

決
行
〕
　

内

容

①
Ｊ

Ｒ
渋

谷

駅
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
広
告
バ
ス
（
都

バ

ス
）
を
見

る
⑦
松

戸
市

内
の
「
駅
」

を

数
力
所

ウ
オ

ッ
チ
ン

グ
　

持

ち
物

カ

メ
ラ
　

費
用

資
料

代
三

百
円

（
交

通

費
実
費

、
会

員
は

資
料

代
無
料

）

匣
電
話
で
見
つ
け
よ
う
い
い
色
i
n
ま

つ
ど

松

戸
の
色

彩

を
考
え

る
会

・
山

川

公
3
4
5・
0
4
1
1

へ

［

］
子

育

て

に

つ

い
て

語

る

会

毎
月
第
三
金
曜
日
、
午
前
1
0
時
～

1
1
時
3
0
分
　
会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ

う
ま

つ
ど
　

内

容

「
育
児

に
自

信
が

な
い
」
「
な
ん
と
な
く
イ
ラ
イ
ラ
す
る
」

「
子

ど
も

が
か

わ
い

く
思
え

な
い

」
な

ど

、

一
人

で

抱
え

て

い

る
悩
み

や
思

い

を
語
り

合

う
こ

と

で
自

分
を

見
つ

め

る
　

サ
ポ

ー
タ

ー
助

産
婦

・
舛
森

と
も
子
氏
ほ
か
　
費
用
無
料

※
保
育

あ
リ
（
有
料
二

週

間
前
ま

で

に

要
予

約

）

Ⅲ
封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1

-
０
０
９
１
松
戸
市
本
町
一
四
の
一

〇

女
性
セ

ン

タ
ー

ゆ
う
ま

つ
ど

気
付

「
子

育
て

に
つ

い
て

語
る
会

」
自

助
グ

ル

ー
プ

・
舛

森
と

も
子
へ

圖

女

性
セ
ン

タ

ー

公
腦
・
８
？

７
８

旦

尸
田

義
明

ピ

ア

ノ

フ

ァ

ン

タ

ジ

ー1
0
月
1
3
日
金
午
後
7
時
～
９
時

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　内
容
「
魂
の

ピ
ア
ニ
ス
ト
」
と
世
に
謳
わ
れ
る
戸

田
義
明
の
音
楽
世
界
の
魅
力
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
奏
現
す
る
（
出
船
、
シ
ク

ラ
メ
ン
の
か
ほ
り
、
ア
ラ
ン
フ
ェ
ス

詩
情
ほ
か
）
　
費
用
五
千
円

周

雪
や
な
き
の
会
・
戸
田

容
溷
・
4

1
8
3

おはなしキャラバン7月の定期公演

期日 会　場 時　間 プログラム

7/　5㈲ 稔台市民センター 午後3時～八時 アニメーション､人形劇

6㈲ 小金市民センター 午後3時～4時 アニメーション､人形剔

7㈲ 矢切公民館 午後3時～4時 アニメーション､人形劇

12 ㈲ 図書館本館 午後3時30分～∠↓時
絵本「きつねのホイテ

ィ」ぽか

13困 八ヶ綺市民センター

小金北市民センター

午後3時～4時　　 アニメーション､人形剽

午後3時～4時　　 アニメーション､人形劇14 廊

19 ㈲ 小金分館 午後3時~3時30分 竺 百 よ

266K)図書館本館 午後3時30分～4時 絵本ほか

対象3～9歳くらい　費用無料

※アニメーション「なんにかわるかな」人形劇「やまなしもぎ」

を図書館利用カードをお持ちになれば、本が借りられます。

※電話でおはなしが開ける「でんわおはなしキャラバン」

377-0000もご利用ください。

圖市立図書館登365- 引 諂

【
】
朗

読
を

き

く

か

い

7
月
1
2
日
㈲
午
前
1
0
時
～
1
1
時
3
0

分

会
場
ふ
れ
あ
い
2
2（
健
康
禅

祉

会
館
）
　
内
容
松
戸
朗
読
奉
仕
会
会

員
に
よ

る
朗
読
「
お
父
さ
ん
の
カ
ッ

パ
落
語
」
中
島
ら
も
著
ほ
か
　
対
象

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
お
よ

び
そ
れ
に
準
ず
る
人
（
付
き
添
い
の

人
と
一
緒
の
参
加
も
可
）
　
費
用
無

料昌

健
康
福
祉
会
館
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー

昔
3
8
3
・
7
1
1
1

隰
3
8
3
・
7
8

1
0

［
］
と

も
し

び

読

書

会

7
月
2
7
日
困
午
前
1
0
時
～
正
午

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど

テ
キ
ス
ト
「
恋
文
」
連
城
三
紀
彦
著

（
新

潮
文
庫

）

費

用

三

百
円

圃

電

話
で

森

長

＆
涯

・
5

9
8
8

へ

［
］
自

宅
の

耐

震

相

談

7
月
2
7
日
困
午
前
1
0
時
～
午
後
4

時
　
会
場
五
香
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内

容
木
造
住
宅
の
簡
易
耐
震
診
断
・
補

強
方
法
の
相
談
　
費
用
無
料

※
自
宅
の
平
面
図
（
間
取
り
図
）
等

を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
次
回
は
小
金
、
小
金
原
、
馬
橋
地

区
の
予
定
で
す
。

惠
電
話
で
建
築
指
導
課
構
造
設
備
係

昔
3
6
6
・
７
３
６
８
へ

「
」
交

通
事

故

無

料

相

談

室

相
談
日
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除

く
）
午
前
9
時
3
0
分
～
正
午
と
午
後

1
時
～
4
時
4
0
分
　
会
場
柏
自
動
車

保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｒ
柏

駅
東
口
下
車
徒
歩
五
分
）
　
内
容
自

動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
や
任
意
自

動
車
保
険
の
請
求
に
つ
い
て
の
相
談

※
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

固

齟
日
本
損
害
保
険
協
会
柏
自
動

車

保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
昔
０
４
７

１

・
6
4・
0
1
9
1

［
］
歌

声

サ

ロ

ン

ワ

月
８

日

倒
午

後
１

時
部
分
～

３

㈲
　

会
場
サ

ロ
ン
ひ

ぐ

ら
し
　

内
容

昔
懐

か
し
い

歌

、
ポ

ピ
ュ
ラ

ー

、
童

謡
な
ど
　

費

用
千

円
（
飲
み

物
付

き
）

圜

後
藤

公
０

４
ツ

ー

・
咒
・
2
2
8

2【
】
大

人

の

ピ

ア

ノ

一
日

体

験

7
月
1
1
日
㈹
午
前
1
0
時
3
0
分
～
正

午
　
会
場
サ
ロ
ン
ひ
ぐ
ら
し
　
内
容

ピ
ア
ノ
演
奏
と
簡
単
な
ピ
ア
ノ
曲

費
用
千
円
（
飲
み
物
付
き
）

圖
荒
＃
ｓ
Ｅ

・
9
9
9
1

【
】
借

地

借

家
の

無
料

相

談

7
月
1
1
日
叫
午
後
1
時
～
4
時

会
場
勤
労
会
館

※
契
約
書
等
が
あ
れ
ば
ご
持
参
を

固

松
戸
借
地
借
家
人
組
合
・
外
谷
公

3
4
5
・
3
5
4
8

［
］
松

戸

歩
こ

う

会
（
バ

ス

の

旅

）

8
月
6
日
日
午
前
6
時
千
葉
銀
行

松
戸
支
店
前
集
合
、
午
後
6
時
3
0
分

帰
着
予
定

〔
雨
天
決
行
〕
　
行
き
先

養
老
渓
谷
、
弘
文
洞
跡
　
定
員
先
着

百
六
十
人
　
費
用
一
人
七
千
円
（
昼

食
代

、
保
険
料
を
含
む
）

圃
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
-

０
６
４
松
戸
市
上
本
郷
二
二
七
五

古
田
咲
子

音
圓
・
4
8
4
8

（
午
後

6
時
～
９
時
）
へ

「
」
寺

島

文

化

会

館

①
シ
リ
ー
ズ
表
現
連
鎖

（
１
）
松
本
篤
子
展
（
ｒ
ｏ
ｐ
ｅ
～
ロ
ー

ブ
）期

間
7
月
6
日
困
～
1
8
日
叫

（
２
）
K
-
0
0
グ
ル
ー
プ
展
-
悩
殺
-
（
粨

美

術

研
究
所

学
生

に
よ

る
グ
ル

ー
プ

展
）期

間
7
月
2
1
金
～
9
月
5
日
脚

②
創
作
人
形
展

出

鈴
木

和
子

「
街

角
に

て
」

期
間
7
月
6
日
困
～
1
8
日
㈹

圏
高
井
照
子
「
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」

期
間
7
月
2
1
日
圏
～
8
月
1
日
火

※
休

館
日

は
お
問

い
合

わ
せ

を

時
間
午
前
9
時
～
午
後
9
時
　
会

場
寺

島
文
化

会
館

（
柏

市
）
　

費

用

無
料
固

紂
寺

島
文
化

会
館
ａ
０
４

７
１

・

印

・
6
1
5
3

［
］
裸

婦

デ

ッ

サ
ン

会

7
月
1
8
日
㈹
①
午
前
1
0
時
3
0
分
～

午
後
1
時
（
裸
婦
一
人
＝
ク
ロ
ッ
キ
ー

）
⑦
午
後
２
時
～
４
時
3
0
分
（
裸

婦
二
人
＝
ク
ロ
ッ
キ
ー
一
人
、
固
定

ポ
ー
ズ
一
人
）
　
会
場
寺
島
文
化
会

館
（
柏
市
）
　
費
用
各
回
千
円

圃
電
話
ま
た
は
直
接

、
聯
寺
島
文
化

会
館

昔
０
４
ワ
ー
・
回
・
6
1
5
3
へ

［

］
原

爆

写

真

展

（
お

き

な

わ

の

文

化

と

平

和

を

考

え

る

集

い

）

ワ

月
1
6
日

脚
午

前
1
0時
～

午

後
３

時

丿
分
　

会

場
六

実
市

民
セ
ン

タ

ー

内

容
ア

ニ
メ

「
つ

る
に
の

っ
て

」
　・

劇

「
あ

や
と

リ
姫
」
　・
ト

ー
ク

集
会

・
沖
縄

の
音

楽
と
踊

り
　

費
用

四
歳

～
小

学

生
四

百
円

、
中

学
生
以

上

五

百
円
両

六

実
・
六

高
台
地

区

原
爆
写

真

展

実
行

委
員
会

（
松

戸
市

教
職

員
組

合

内

）

公
遐

・
３
ワ

３
８

【
】
柏

市

教

育

対

話

集

会

ワ
月
９
日
日
午
後
１
時
～
４
時
3
0

分
　

会
場
柏

市
中

央
公

民

館
　

内

容

教
育

評
論
家

・
能

重
真

作
氏

に
よ

る

講
演
と
話
し
合

い
　

費
用
五
百
円
（
資

料
代

）

※
保

育
あ
リ

（
二

百
円

）

固

柏
市
教

育
対

話
集
会
実
行

委
員
会

（
東
葛

教
職
員

組

合
内
）
昔
０
４

ツ

ー

・
聡

・
1
2
9
1

【
】
ジ

ュ

ニ

ア

ゴ
ル

フ

ァ

ー
育

成

シ
ニ
ア
プ
ロ
ア
マ
ゴ
ル
フ
ト
ー

ナ

メ
ン

ト

８
月
２
日
水
～

４

日

㈲

会
場

藤

ケ
谷

カ
ン
ト

リ

ー

ク
ラ

ブ
（
沼

南
町
）

定

員
①
ジ

ュ
ニ

ア

の
部

（
高

校
生
以

下
の
人
）
＝
九
十
人
②
一
般
ア
マ
チ

ュ
ア
の
部
＝
三
百
三
十
人
（
い
ず
れ

も
先
着
順
）
　
費
用
①
三
千
百
五
十

円
②
五
万
円

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
も
募
集

し
て
い
ま
す
。

協
力
時
間
午
前
５

時
3
0分
～
午

後
６
時
の
間
の
数
時
間
程
度
　
対

象
健
康
で
、
自
分
で
会
場
ま
で
来

ら
れ
る
人
　
定
員
六
十
人

圃
7
月
1
5
日
出
ま
で
に
、
電
話
で
ジ

ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
ァ
ー
育
成
シ
ニ
ア
プ

ロ
ア
マ
ゴ
ル
フ
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
事
務

局

容
０
４
７
１
・
釦
・
0
8
1
1

へ

［
］
放

送

大

学

学

生

を

募

集

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を
利
用
し
て
授

業
を
行

う
正

規
の

通

信
制
四

年
制
大

学
で

、
所

定
の
単

位
を

修
得

す
れ

ば

「
学
士

（
教

養
）
」
の

学
位

が
取

得
で

き
ま

す

。

募
集
①
全
科
履
修
生
（
卒
業
を
目

指
す
学
生
）
②
選
科
履
修
生
（
一
年

間
在
学
す
る
学
生
）
②
科
目
履
修
生

〔
一
学
期
間
（
六
ヵ
月
）
在
学
す
る
学

生
〕
　
出
願
期
限
8
月
1
5
日
㈹
対

象

①
十
八

歳
以
上

②
③

十
五

歳
以

上

※
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

※
資
料

請
求
フ

リ
ー

ダ
イ

ヤ
ル

函
０

１
２
０

・
㈲
・
肛

固
放
送
大
学
東

京
第
三
学
習
セ

ン
タ
ー

登
0
3・

３
６
０
５

・
2

6
6
1

［
］
青

少
年

会

館

ト

レ

ー
ニ
ン

グ

機

器

作

講

習
会

7
月
狃
日
比
午
市
－
時
丿
分
～
３

時
3
0分
　
会
場
青
少
年
会
館
樋
野
口

分
館
　
対
象
十
六
歳
以
上
の
人
　
定

員
先
着
二
十
人
　

持
ち
物
運
動
着

・

上
履
き
　
費
用
無
料

圃

電
話
で
青
少
年
会
館

昔
怦
8
5

5
6
へ
　
　
　
　
　
　
・

「
」
柿

ノ

木
台

公

園

体

育

館

ト

レ

ー
ニ

ン

グ

機

器

操
作

講

習

会

7
月
８
日
出
・
3
0
日
付
午
後
６
㈲

～
８
時
、
7
月
8
日
木
・
2
0
日
祝
・

2
6
日
水
午
後
1
時
～
3
時
　
会
場
柿

ノ
木
台
公
園
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
　
対
象
十
六
歳
以
上
の
人
　

持
ち

物
運
動

着

・

上

履

き
　

費

用

無

料

圃
当

日

会
場

で瑁

ス

ポ
ー
ツ

課
ａ

Ｅ

・
９

「
‥／」４

１

［

］ミ

ュ

ー
ジ

カ

ル

出

演

者

を

募

集

内
容
８
月
2
7
日
日
森
の
ホ
ー
ル
2
1

で

行
う
ミ

ュ

ー
ジ
カ
ル
「
ピ
ー
タ

ー
パ

ン

と

ウ
ェ
ン

デ
ィ

」
に

出
演
　

募

集

人

数

①

ウ
ェ
ン

デ

ィ
の

弟
二
人

②
迷

子
若

干
名

③
イ

ン

デ

ィ
ア
ン

ズ
若

干

名
　
対
象
①
②
身
長
百
五
十
四
セ
ン
チ
以

下

で
小

学

二
年

生
以
上

③

身
長
百

五

十
五
セ
ン
チ
以
上
で
十
二
～
三
十
歳
の
ダ

ン

ス
経
験

者
　

面

接
日

ワ

月
譱
日
日

圖

劇
団

天
童

登
胚

・
８

？
１

６

［

］
反

核

平

和

の

火

リ

レ

ー

ラ

ン

ナ

ー

を

募

集

7
月
2
5
日
㈲
午
前
9
時
～
正
午
（
予

定
）
　

区

間
矢

切
駅
～

市
役

所
～

南

流
山
　

費

用
無

料

※
県
内
他

区
間

の
申

し
込
み

も
で

き

ま

す

。

圃

電

話
で
反
核

平
和
の
火

リ
レ

ー
松

戸
地

区
実

行
委

員
会

登
莇

・
０

０
？

フ

ヘ

［
］
カ
ヌ

ー

一
日

教

室

7
月
3
0
日
日
午
前
1
0
時
～
午
後
3

時
（
午
前
9
時
3
0
分
集
合
）
　
会
場
江

戸
川
（
三
郷
有
料
橋
下
）
　
対
象
小

学
四
年
生
以
上
で
、
多
少
泳
げ
る
人

費
用
五
千
円
、
小
学
生
二
千
円
（
軽

食
・
保
険
料
を
含
む
）

匣
7
月
2
0
日
祝
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し

て
、
〒
2
7
0
-
０
０
２
１
松
戸
市
小
金

原
三
の
一
八
の
二
二
の
三
〇
三
　
松

戸
市
カ
ヌ
ー
協
会
・
岡
田
威
夫
（
公

隰
朧
・
9
4
3
9

）
へ

「
」
ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

教

室

ワ
月
2
9
日
叫

８

月
1
2
日
出

の
午

前
９

時
～

午

後
１

時

〔
全
二
回

〕

会
場
運

動
公

園
陸
上

競

技
場
　

定

員

先

着
八

十
人
　

持

ち
物

グ
ロ

ー
ブ

費
用

一
回
二

百
六

円
（
施
設

使
用

料
）

7
月
1
5
日
土
ま
で
に
、
電
話
ま
た

は
直
接

、
ス
ポ

ー
ツ

課

昔
圓

・
9
2

4
1

へ

固

松
戸
市
レ

デ
ィ

ー
ス
ソ

フ
ト

ボ

ー

ル

連
盟

・
斉
藤

昔
刪

・
1
4
6
1

【
】
映

画

会

「

こ

む

ぎ

い
ろ

の

天

使
-
す
が
れ
追
い
-
」

7
月
2
1
日
金
①
午
前
1
0
時
～
1
1
時

3
0
分
②
午
後
3
時
～
4
時
3
0
分
③
午

後
６
時
3
0
分
～
8
時
　
会
場
市
民
会

館
　
内
容
信
州
の
雄
大
な
自
然
の
中

で
地
バ
チ
「
す
が
れ
」
を
追
っ
て
野

山
を
か
け
ま
わ
リ
友
情
を
育
て
あ
い

た
く
ま
し
く
成
長
す
る
少
年
た
ち
の

話
　
費
用
四
歳
以
上
七
百
円

固
松
戸
親
と
子
の

よ
い

映
画
を
み
る

会
・
奥
田

登
遐

・

3
7
3
8

［

］
県

立

養

護

学

校

流

山

高

等

学

園

販

売

会

7
月
1
4
日
廓
午
前
1
1
時
～
午
後
3

時
　
会
場
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ
二
階
入
口

（
柏

駅
東

口
）
　
内

容

生
徒

が
職
業

実

習
で

製

作
し
た

製
品

（
ト

ー
ト

バ
ッ

ク
・
ペ
ン
ケ
ー
ス
・
染
め
物
製
品
・

農

産
物

・
陶

磁
器

な
ど
）

固

県

立
養

護
学
校

流
山

高
等

学
園

容

０

４
７

１

・
4
8
・
０

りＣ
０

０

［
］
松

戸
村

立

雑

学

大

楽
「
『
母

子

家

庭

共
和

国

通

信
』

を

創
刊

し

て

」
7
月
1
6
日
斜
午
後
2
時
～
3
時
3
0

分
　
会
場
サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
（
八
柱

駅
下
車
徒
歩
二
分
）
　

講
師
母
子
家

庭
共
和
国
大
統
領
・
新
川
て
る
え
氏

費
用
無
料

圜
金
本
（
サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
内
）
公

胚
・
0
2
2
1

募
集
し
ま
す

ス
ポ
ー
ツ

催
し
物

《松戸では8時になったらおはなしタイム》

7月26日水・27日困・28日圀、8月1日㈲・２日困は「一日おはなしキャ

ラバン特別プログラム」です（詳細は4面をご覧＜ださい）。



国
際
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
短
距
離
初
出
場
で

今
年
1
0
月

、
オ

ー
ス
ト

ラ
リ

ア
の

シ
ド

ニ
ー
で

も
う
ひ

と

つ
の
オ

リ
ン

ピ

ッ

ク
、
「
国

際

パ
ラ
リ

ン

ピ
ッ

ク
」

が
開
催

さ

れ
る
。

国
際

パ

ラ
リ
ン

ピ
ッ

ク
は
、

障
害

者

の
競

技

ス

ポ

ー

ツ
の
頂
点

に
あ

る
。

日

本

パ

ラ
リ

ン

ピ

ッ

ク
委

員

会

が
組

織

す

る
代

表

団

は

メ

ダ
ル

を
狙

え

る

精

鋭

ぞ

ろ

い

。
代

表

に
選

ば

れ

る

の

も

生
易

し

い
こ

と

で

は

な

い

。
そ

の

陸

上

短

距

離

の
代

表

の
座

を
、

県

立

松
戸
矢
切
高
校
に
通
う
三
年
生
、
古

城
暁
博
さ
ん
が
勝
ち
取

っ
た
。

幼
稚
園
の
こ

ろ
、
交
通
事
故
に
遭

い
右
足
を
切
断
し
た
。
そ
れ
以
来
、

義
足
の
生
活
で
あ
る
。
し
か
し
、
体

を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き
で
、
小
学

生
の
こ
ろ
か
ら
サ
ッ
カ
ー
を
続
け
て

文 化 財 史 跡 め ぐ り
日時…7月18日叫・19日團・25日㈲・26日團、各午前9時30分市役

所地下玄関集合（午後4時ごろ解散予定）

コース…市役所～柳原水閘～本福寺～万満寺～（昼食）～旧水戸街

道・旧小金宿～本土寺～幸田貝塚～広徳寺～大谷口歴史公園～市役

所（移動はバスを利用、一部車窓見学）

夢の島運動公園グラウンドで練習する古城さん

の
ト
レ

ー
ニ
ン

グ

と
し
て
短
距
離
を

走
っ
て
み
た
ら
記

録
が
い
い
。
古
城

さ
ん
の
ス
プ
リ
ン

タ
ー
と
し
て
の
挑

戦
が
始
ま
っ
た
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
身
体
の
条

件
が
同
一
で
あ
る

こ
と
が
前
提
と
な

る
た
め
、
障
害
の

部
位

・
程
度
に
よ
り
同
一
種
目
の
中

で
も
ク
ラ
ス
が
細
か
く
分
か
れ
て
い

る
。
例
え

ば
片
足
が
な
い
場
合
も
膝

の
上
か
ら
と
下
か
ら
で
は
ク
ラ
ス
が

違
う
。
古
城
さ
ん
は
T
4
2（
片
大
腿

切
断
）
ク
ラ
ス
、
膝
の
卜
か
ら
義
足

を
着
け
て
走
る
。
義
足
は
日
常
生
活

柳原水閘

対象…市内在住の人

定員…各日とも20 人( 抽 選)

持 ち物…昼食

費用…無料

※車での来庁はご遠慮ください。

匣7 月10 日(月)〔必着〕までに, 往

復ハガキに参加する人(1枚の八

ガキに2 人 まで) の住所・氏名 一

年齢・電話番号・希望日( 第2 希

望まで)を記入して、〒271-8588 松戸市根本356　 社会教育課文化

財係（366-7462)へ

で

使

用

し

て

い

る

も

の

と

は

異

な

り
、
か
か
と
の
部
分
が
な
く
膝
の
部

分

の

曲

が
り

が
柔

ら

か

い

フ

レ

ッ

ク

ス

フ

ッ

ト

タ

イ

プ

と

呼

ば

れ

る

も

の

を

使

用

す

る

。

現

在

は
週

二

日

、

大

会

二

週

間

前

か

ら

は

毎

日

、

一

時

間

か

け

て

江

東

区

の

夢

の

島

運

動

公

園

グ

ラ

ウ

ン

ド

に

通

い
、

個

人

ト

レ

ー

ニ

ン

グ
を

受

け

て

い

る

。

普

段

の

筋

力

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

も

欠

か

さ

な

い

。

記

録

は
順

調

に

伸

び

、

昨

年

９

月

の

ジ

ャ

パ

ン

パ

ラ

リ

ン

ピ

ッ

ク

陸

上

大

会

で

百

メ

ー

ト

ル
1
4
秒
1
6
の

日

本

新

記

録

を

マ

ー

ク

し

た

。

今

年

に

入

っ

て

か

ら

も

、

６

月
1
8
日

に

行

わ

れ

た
関
東
身
体
障
害
者
陸
上
競
技
大
会

で
百
メ
ー
ト
ル
1
3
秒
8
4
、
二
百
メ
ー

ト

ル
2
9
秒
0
2
を

出

し

て

自

分

の

持

つ

日

本

記

録

を

更

新

す

る

な

ど

、

ま

さ

に

伸

び

盛

り

。

サ

ッ

カ

ー

部

と

の
両

立

で

さ

ぞ

大

変

と

思

い

き

や

、

本

人

は

「
サ

ッ

カ

ー

も

楽

し

く

て

た

ま

ら

な

い

し

、

陸

上

で

は

と

に

か

く

記

録

を

縮

め

た

い

。

百
メ
ー
ト
ル
の
世
界
記
録
は
1
2
秒
8
0

だ

が

、

シ

ド

ニ

ー

で

そ

の

記

録

に

迫

る

こ

と

が

目

標

」

と

話

し

方

は

淡

々

東
葛
中
部
地
区

と

し

な

が
ら

も

頼

も

し

い
言

葉

で

、

日

々
の
充
実

ぶ
り

が
う
か

が
わ
れ
る
。

「
短
距

離

は
こ

れ
か
ら

も
ず

っ
と

続

け
て

い
く
け

れ
ど

、
野

球

や
バ
レ

ー
ボ

ー
ル
な

ど
他

の
ス

ポ
ー

ツ
も

い

ろ

い
ろ

や

っ
て

み

た

い
」
。
チ

ャ

レ

ン
ジ
精

神
も
旺

盛
で

あ

る
。
進

路
は

と

尋

ね

る
と

、
「
進

学

し
て

、
将

来

は
ス
ポ

ー
ツ
の
指
導
者
に
な

れ
れ
ば
」

と

夢

の
輪

郭

も
の

ぞ
か
せ

る
。

初
め

て

の
国

際
舞

台

に
挑
む
十

七

歳

、
古

城

さ
ん
を
心

か
ら

応
援
し

た

い
。
（
上
矢
切
在
住
）

連
合
水
防
団
水
防
演
習

土のうを運ぶ消防団員

本
年

も
出

水

期
を

迎
え

水
防

に

万

全

を
期
す

た

め
、
松

戸
市

・
流

山
市
の
両
市
で
構
成
す
る
東
葛
中

部

地
区

連
合

水

防
団

主
催

に
よ

る

水

防

演
習

を

、
江

戸
川

河
川

敷

で

実

施
し

ま
す

。

日
時
…
７
月
1
6
日
日
午
前
8
時
3
0

分

か
ら

会
場
…
松
戸
市
古
ケ
崎
地
先

演
習
項
目
…
竹
尖
げ
、
杭
拵
え
、

土

の
う

作
り

、

む
し

ろ
張

り

、
五

徳
縫

い
、
改

良

積
土

の
う

、
釜

段

工麺

河

川
清

流
課

登
3
6
6
・
7
3
5
9

青年講座

シドニーパラリンピック日本代表

こ　じょう　　　あき　ひろ
古 城　 暁 博 さ ん

日時…7 月29 日～11 月18 日の毎週土

曜日（8月12日、10月28日を除く）、

〔全15 回〕午後1時～4時

会場…青少年会館

対象…18 歳以上30 歳未満の人

講師…西田芳子氏（絵画講師）

定員…先着20 人

費用…3,000円（教材費）

圃電話で青少年会館R344-8556 へ

森のホール２1

ロシア国立
ワガノワ・バレエ・アカデミー教師による

特 別 レ ッ ス ン

回森のホール21チケットセンター登384-3331  (月曜休館)

公演日時 内　容 費　用

7/ 9（日）

午後2 時

★ （学）

「松竹大歌舞伎」

十五代目片岡仁左衛門襲名披露

「羽衣」「梶原平三誉石切」「義経千本桜～すし屋」

2,500円､学生に000

円（3階席）

※い2階席売り切れ

8/ 6（日）

午後ら時

★ （学）

カリビアン･マジック･スティール･ドラム・

オーケストラwithレ ネゲイズ

カリプソからポツプスバまてはクラシックまで、多

彩な音楽とリズムの世界

全席指定∠1,000円

高校生以下2,000 円

9/21 困

午後6 時

30 分

～ダリエンソ生誕100 周年記念～

｢ファン・ダリエンソ楽団｣

“電撃のリズム" でタンゴ界に革命をもたらしたフ

ァン・ダリエンソ

Ｓ席6,000 円

Ａ席5,000 円

巳席3,500 円

10/14c

午後6 聘

30 分

A T  ribute To

ペニー・グ ンヽドマンオーケストラ

byエイブ・モスト・スイングオーケストラ

シンゲ・ジンク・ジンク、レッツ・ダンスほか

Ｓ席5,000 円

Ａ席4,000 円

会場はいずれも森のホール21 大ホールです。

★印には託児サービス( 有料・要予約) があります。詳細はお問い合わせ＜

ださい。

(学)印には学生割引があります(森のホールチケットセンターのみの取り扱い)Ｏ

※各公演終演時に、八柱駅行きの臨時バス( 有料) を 運行し ます。

日時…7月18日㈲～22日出〔全5回〕①初級＝午後1時

30 分～3 時②中級＝午後3 時30 分～5 時

会場…森のホール21 リ ハーサル室

内容･･･バリシニコフ、ルジマートフ 、ヴィシニョーワ

などの名ダンサーを生んだ260 年 の伝統を誇る名門バ

レエ団の教授による初級 、中級レッスン

講師…ビタリー・ツベトコフ( 初級) 、エルヴィーラ・

ココリナ(中級)、カリーナ・ベスグラヤ(ピアノ)の

予定

対象…①初級＝おおむね3年未満の経験者で、10歳以

上の人②中級＝おおむね5 年以上の経験者で、15 歳以

上の人

定員…各先着30 人

持ち物…レ オタード( で きるだけ肩と背中の開いてい

るもの)､レッスンシューズ、トゥ・シューズ、タオル

(汗 ふき用)

費 用…24,000 円

圃 電話で(財松戸市文化振興財団S384-2221 へ

チケットガイド

救急医療体
制

テレホン案内サービス

〔当日の医療機関( 待機病院、休日在宅

当直医､夜間急病診療所､休日土曜日夜

間歯科診療所等)を案内しています〕

25366-0010

平日 午後4 時30 分～ 翌日午前9 時

休日と土曜 午前9 時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所　　S368-3756

衛 生会館内　 毎日午後8 時 ～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

O365-3430

衛生 会館内　 午後８時～11 時
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